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まつりを彩る高張り提灯まつりを彩る高張り提灯
ちょうちんちょうちん

躍動感あふれる屋形舟のぶつかりあいの中、

蛇の崎橋の上にそびえ立つ“高張り提灯”。赤

とも橙ともつかない妖艶な光が浮かび上げる

送り盆まつりの情景は、強烈で荘厳な印象を

与えます。（関連記事18～19ページ）

躍動感あふれる屋形舟のぶつかりあいの中、

蛇の崎橋の上にそびえ立つ“高張り提灯”。赤

とも橙ともつかない妖艶な光が浮かび上げる

送り盆まつりの情景は、強烈で荘厳な印象を

与えます。（関連記事18～19ページ）

だいだいだいだい よ う え ん
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ま
ず
は
『
地
球
温
暖
化
』
と
は
何
か
を

お
さ
ら
い
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

地
球
を
お
お
う
気
体
に
は
、
温
室
効
果

ガ
ス
と
呼
ば
れ
る
二
酸
化
炭
素
（　
　

）

や
メ
タ
ン
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
て
、
太
陽

か
ら
吸
収
し
た
光
が
宇
宙
に
放
出
さ
れ
る

熱
の
量
を
調
節
し
、
生
態
系
や
環
境
を
維

持
す
る
役
目
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
濃
度
が
高
く
な
り

す
ぎ
る
と
、
そ
の
調
節
機
能
が
バ
ラ
ン
ス

を
崩
し
、
宇
宙
へ
の
放
出
熱
が
減
っ
て
大

気
中
に
熱
が
閉
じ
こ
め
ら
れ
ま
す
。
こ
れ

が
『
地
球
温
暖
化
』
で
す
。

　

私
た
ち
の
生
活
の
中
か
ら
も
、
温
室
効

果
ガ
ス
は
出
て
い
ま
す
。
毎
日
消
費
し
て

い
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
多
く
は
、　
　

を
発

生
さ
せ
る
化
石
燃
料
の
燃
焼
に
よ
っ
て
作

り
出
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
自
動
車
の
排

気
ガ
ス
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
ご
み
も
温
室

効
果
ガ
ス
の
排
出
源
に
な
り
ま
す
。
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地球温暖化と私たちの生活
財団法人海洋研究開発機構　　　
特任上席研究員 和田 英太郎

　1980年以降、大気中に二酸化炭素（　　）が急増し

地球温暖化が進んでいることが広く認められ、世界中

の人々が地球温暖化に対する危惧を抱くようになりま

した。近年の人間活動が、石油・天然ガス・石炭などの化石燃料を大量に

消費するようになり、その結果、大気中に温室効果ガスである二酸化炭素

が貯まり出したからです。最近まとめられた政府間温暖化会議の報告書で

は、以下の６つの事柄を顕著な事実としてあげています。

(1) 大気中　　濃度は、産業革命以前の280ppm以下から、現在は380ppm以上に

　　上昇。その他の温室効果ガスを含めると、　　換算で425ppmに相当する。

(2) 化石燃料の燃焼だけでなく、森林の伐採・砂漠化など土地利用の変化

　　も温室効果ガスの増加に寄与している。

(3) 上記の　　濃度は、少なくとも過去42万年においての最高値である。

(4) 現在、石油・自動車業界などでひとつの「目標値」として議論されて

　　いる　　550ppm（地球の平均気温が２℃上昇するといわれる基準値）

　　以下に抑えられる可能性は低いとされている。

(5) 20世紀に地球の平均気温は約0.6℃上昇し、日本は約1.0℃上昇した。

(6) 21世紀の地球の平均気温は、1.1～6.4℃上昇すると予想される。
※１ppm:1 part per million,100万分の１、閉め切った会議室で500～600ppm程度　

　こうした地球温暖化がもたらす私たちの生活への影響は、決して小さく

はありません。

　◎100年後、海面は最高１ｍ弱上昇し沿岸の防御が難しくなる。

　◎台風は発生数は減るが大型で強くなる。無降水日と強雨日も増える。

　◎梅雨の雨量は南西日本で増加、北日本では数mm/日に減少する。

　◎オホーツク海：氷なし、北極海：海氷面積が大幅に減少し、北極シロ

　　クマが絶滅する可能性も？　　　　　　　

　◎黒潮：位置は同じだが、100年後は1.3倍の流速になり回遊魚に影響も？

　◎海洋が酸性化し、生物への影響が懸念される。

　また、身近で具体的に起こっていることとしては、次のようなことがあ

げられ目を引きます。

　◎桜の開花が早くなっている。

　◎稲作やリンゴの生育適地が北に移動。高温に強い品種改良が必要に。

　◎渡り鳥のわたりに季節的なずれが起こり、数が減少する例が見られる。

　◎真夏日が多くなる。台風が巨大化すると予想されている。

　温暖化を防止することは、ここにあげた色々な事柄が急速に起こらない

よう配慮することになります。このため、個人・市町村・国のレベルで総

力を挙げて地球温暖化に取り組むことが迫られています。

　地球温暖化を防ぐために、私たちが心がけるべきこと、できることは以

下のように考えられます。

　その第一は、インターネットなどで環境省が出している［STOP THE 温

暖化］などを、〝地球市民の活動〟として理解を広げ地域の意識を高める

ことです。

　第二は、我々の生活がどの程度温室効果ガスを放出しているかを、感覚

的に認識できるシステムを地域ごとに構築する必要があります。

　第三は、生活スタイルを変えることにより、実際に効果のあることが判

るシステムも必要となるでしょう。現在は、温室ガスを地球規模で測定す

る人工衛星が、我が国によって打ち上げられています。意識を高めるだけ

でなく、実際に有効な手だてを打つことが求められています。

    Message
 特別寄稿

和田英太郎（わだ・えいたろう）  昭和14年東京都生まれ、幼少期を母の実家がある旧大森町で
過ごす。東京教育大学理学部卒、同大修士課程・博士課程修了。現在は京都大学名誉教授、海
洋研究開発機構フロンティア地球環境研究センター特任上席研究員。横浜市在住。
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特集　地球温暖化　　今、私たちにできること

序章
私
た
ち
の
生
活
で
も

『
地
球
温
暖
化
』を
招
く

　
　
Ｃ
Ｏ
２
を
多
く
排
出

　

最
近
、
よ
く
耳
に
す
る
「
地
球
温
暖
化
」
と
い
う
言
葉
。
そ
の
対
策
と
し
て
私
た
ち

は
何
を
す
る
べ
き
か
…
、
な
ん
て
難
し
く
考
え
な
く
て
も
、
自
分
な
り
の
楽
し
み
を
見

つ
け
た
り
、
ち
ょ
っ
と
し
た
〝
お
得
〞
を
実
践
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
私
た
ち
な
り
の

エ
コ
ラ
イ
フ
＝
『
Ｅ
Ｃ
Ｏ
ひ
い
き
』
生
活
が
送
れ
る
は
ず
で
す
。
今
回
は
、
そ
ん
な
エ

コ
ラ
イ
フ
実
践
の
ヒ
ン
ト
に
な
り
そ
う
な
話
題
を
集
め
て
み
ま
し
た
。

Ecology
&

Economy
Life

Ｃ
Ｏ
２

Ｃ
Ｏ
２

エ
　
コ

『エコ』という言葉には、「エコロジー（Ecology)」と
「エコノミー（Economy）」の２つの意味があります。
エコロジーは本来「生態学」という意味の言葉です
が、最近は「環境」や環境にかかわる事象を表す使
い方をされています。エコノミーも本来の意味であ
る「経済」のほかに、「経済的（安価な）」の意味で
用いられることが多くなっています。
今回の特集では、環境に配慮した地球に優しいとい
う意味のエコロジーと、家計に優しいという意味の
エコノミーの両方の意味を『ＥＣＯ（エコ）』という
言葉に込めています。

太陽

大気大気

地　球

太陽光

熱

熱の放出熱の放出
減少

熱を吸収

熱を吸収
熱の吸収
増加

熱の吸収
増加 気温が上昇

200年ほど前の地球現在の地球

地球温暖化のしくみ

き　 ぐ

た

わか

滝ノ沢【市指定文化財（名勝）】（横手）

筏の大杉【県指定天然記念物】（山内）
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一
昨
年
の
夏
至
の
日
に
『
１
０
０
万
人

の
キ
ャ
ン
ド
ル
ラ
イ
ト
』
に
参
加
し
よ
う

と
、
ナ
ン
の
館（
十
文
字
）に
集
ま
っ
た
の

が
き
っ
か
け
と
い
う
『
エ
コ
ラ
イ
フ
を
考

え
る
会
』。「
地
球
に
優
し
く
、
体
に
優
し

く
、
家
計
に
優
し
く
」
を
合
い
言
葉
に
、

月
１
回
の
ペ
ー
ス
で
集
ま
り
、
環
境
と
食

と
健
康
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
す
。

　

代
表
の
小
川
捷
子
さ
ん（
十
文
字
三
重
）

が
「
主
婦
と
し
て
で
き
る
こ
と
は
台
所
か

ら
」
と
言
う
と
お
り
、
米
の
と
ぎ
汁
や
生

ご
み
を
捨
て
ず
に
畑
に
利
用
し
た
り
、
分

別
を
徹
底
す
る
こ
と
で
ご
み
も
減
量
化
。

野
菜
な
ど
の
食
材
に
つ
い
て
も
「
で
き
る

だ
け
地
場
産
の
季
節
に
合
っ
た
も
の
を
使

え
ば
、
促
成
栽
培
や
輸
送
の
た
め
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
を
減
ら
せ
る
」
と
、
地
産
地

消
や
で
き
る
だ
け
化
学
肥
料
を
控
え
た
農

産
物
の
栽
培
も
〝
エ
コ
ラ
イ
フ
〞
の
ひ
と

つ
だ
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

連
絡
先　

エ
コ
ラ
イ
フ
を
考
え
る
会
代
表

・
小
川
捷
子
さ
ん（　

４
２
‐
３
８
５
３
）

　

　

ま
ず
は
、
市
内
で
〝
エ
コ
ラ
イ
フ
〞
の

実
践
に
取
り
組
ん
で
い
る
皆
さ
ん
の
取
り

組
み
を
、
い
く
つ
か
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

増
田
町
婦
人
会
の
取
り
組
み
の
ひ
と
つ

は
、
い
わ
ゆ
る
〝
資
源
ご
み
〞
の
回
収
運

動
。
年
間
３
回
の
収
集
日
を
設
け
て
ア
ル

ミ
缶
と
古
紙
を
回
収
し
て
い
ま
す
。
「
混

ぜ
れ
ば
ご
み
、
分
け
れ
ば
資
源
」
と
言
わ

れ
る
と
お
り
、
リ
サ
イ
ク
ル
を
前
提
と
し

た
資
源
回
収
で
大
事
な
の
は
分
別
。
最
近

は
新
聞
紙
、
雑
誌
、
段
ボ
ー
ル
、
そ
の
他

の
紙
に
き
っ
ち
り
分
け
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
会
長
の
鶴
飼
美
和
子
さ
ん
が
「
買
い

取
り
価
格
も
以
前
よ
り
だ
い
ぶ
安
く
な
っ

た
が
、
せ
っ
か
く
習
慣
づ
け
ら
れ
て
き
た

の
で
、
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
き
た
い
」

と
言
う
よ
う
に
、
集
落
の
役
員
を
中
心
に

行
わ
れ
る
収
集
に
は
、
家
族
の
協
力
も
見

ら
れ
、
地
域
ぐ
る
み
の
取
り
組
み
に
な
っ

て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

も
う
ひ
と
つ
は
、
婦
人
会
と
し
て
は
珍

し
い
造
林
活
動
。
当
初
は
育
て
た
ス
ギ
の

木
を
売
り
、
そ
の
代
金
を
子
ど
も
た
ち
の

奨
学
資
金
に
充
て
た
い
と
い
う
目
標
を
持

ち
、
昭
和
37
年
に
林
業
部
を
創
設
。
社
会

情
勢
と
と
も
に
そ
の
目
的
は
変
化
し
て
き

ま
し
た
が
、
「
木
を
植
え
、
育
て
る
こ
と

は
、
そ
の
ま
ま　
　

の
削
減
に
つ
な
が
る

大
事
な
エ
コ
活
動
」
と
、
現
在
も
山
林
の

育
成
に
か
け
る
情
熱
は
健
在
。
旧
増
田
町

か
ら
市
が
引
き
継
い
だ
湯
沢
市
皆
瀬
大
湯

の
約
２
㌶
と
上
畑
北
ヶ
沢
の
約
３
㌶
の
分

収
林
で
、
会
員
が
力
を
合
わ
せ
て
下
刈
り

や
枝
打
ち
を
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。

　

「
長
年
の
取
り
組
み
で
作
業
に
も
慣
れ
、

ス
ギ
林
を
育
て
る
こ
と
自
体
楽
し
ん
で
い

る
が
、
み
ん
な
で
山
に
入
り
、
山
菜
を
採

っ
た
り
草
花
を
見
つ
け
た
り
す
る
こ
と
が

会
員
の
楽
し
み
に
な
っ
て
い
る
」
と
話
す

鶴
飼
会
長
。
ち
ょ
っ
と
し
た
〝
楽
し
み
〞

を
見
つ
け
る
こ
と
が
『
エ
コ
』
の
実
践
を

続
け
る
上
で
大
切
だ
と
い
う
こ
と
を
実
感

さ
せ
ら
れ
ま
す
。

　　

平
成
18
年
に
県
が
行
っ
た
地
球
温
暖
化

対
策
視
察
で
、
欧
州
を
訪
れ
た
方
た
ち
が

「
何
か
自
分
た
ち
に
も
で
き
る
こ
と
が
あ

る
の
で
は
…
」
と
の
思
い
で
立
ち
上
げ
た

『
福
寿
草
の
会
』。発
起
人
の
一
人
で
あ
る

照
井
昌
子
さ
ん（
市
内
上
境
）が
代
表
を
務

め
、
大
仙
市
、
横
手
市
、
湯
沢
市
な
ど
県

南
に
住
む
９
人
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

活
動
の
方
向
性
を
探
っ
て
い
た
同
会
で

す
が
、
地
球
温
暖
化
の
問
題
を
広
く
知
っ

て
も
ら
お
う
と
今
年
１
月
に
開
い
た
、
映

画
『
不
都
合
な
真
実
』
の
上
映
会
で
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
関
心
の
高
ま
り
を
実
感
。

こ
れ
を
契
機
に
、
メ
ン
バ
ー
は
課
題
や
そ

の
改
善
策
を
自
ら
学
び
、
そ
の
輪
を
広
げ

て
い
き
た
い
と
い
う
原
点
に
立
ち
返
る
こ

と
を
決
め
、
こ
の
春
か
ら
月
１
回
の
勉
強

会
を
開
い
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
生
ご
み
の
処
理
や
着
な
く

な
っ
た
衣
類
の
処
理
な
ど
に
つ
い
て
、
そ

の
都
度
話
し
合
い
で
改
善
策
を
見
つ
け
実

践
に
移
し
て
い
ま
す
。
照
井
さ
ん
は
「
暮

ら
し
の
中
で
困
っ
て
い
る
部
分
を
拾
い
上

げ
、
そ
れ
を
い
か
に
〝
楽
し
い
〞
〝
家
計

の
助
け
に
な
る
〞
解
決
策
に
結
び
つ
け
て

い
く
か
が
カ
ギ
。
一
緒
に
取
り
組
む
仲
間

が
い
る
と
楽
し
い
も
の
で
す
よ
」
と
笑
顔

を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

連
絡
先　

福
寿
草
の
会
代
表
・
照
井
昌
子

さ
ん（　

０
９
０
‐
４
３
１
４
‐
３
２
８
４
）

  Interview
 インタビュー

環境保全は行動から
エコマイスターは皆さん
の活動を手助けします
　あきたエコマイスター県南協議

会は、湯沢市・雄勝郡、横手市、

大仙市・仙北市・仙北郡の４市２

郡からなる組織ですが、活動はそ

れぞれの郡市単位を基本としてい

ます。横手市での活動の中心は、

ごみの減量化。特に生ごみは、毎

日の生活から必ず出るもので、燃

えにくいものです。そこで、生ごみを利用した『ぼかし堆肥づ

くり』を、広く普及させたいと考えています。

　毎年夏になるとニオイが発生する朝日が丘団地内の荒沼で、

５月に水質浄化の試みを始めました（市報６月15日号掲載）が、

それを知った鳳中の科学部の先生から、水質浄化の取り組みを

勉強させてほしいとの申し出がありました。子どもたちが環境

に関心を示してくれることは、非常にうれしいことで、心強く

感じました。環境保全は、どんなにいい考えや組織があったと

しても、それを行動に移さなくては意味がありません。ただ、

１人では何をやるにしても長続きしないので、何人かのグルー

プで取り組むのがいいでしょう。私たちエコマイスターも、要

望があればお手伝いしますので、気軽に声をかけてください。

　また、こうしたボランティア活動には、資金が必要となりま

す。ひとつひとつは微々たるものかもしれませんが、取り組み

を続けていくためには、行政や地域の理解と協力が必要です。

特に環境問題は、地味で結果が見えにくいもの。市民と行政が

手を取りあい一緒になって考えていきたいものだと思います。

　◆連絡先　日高洋行さん（自宅　32-9560）

地
域
ぐ
る
み
で
資
源
リ
サ
イ
ク
ル

分
収
林
を
借
り
ス
ギ
林
の
育
成
も

取
組
紹
介 

①

増
田
町
婦
人
会

暮
ら
し
の
中
の
困
り
ご
と
を

〝
楽
し
み
〞
や
〝
お
得
〞
に
転
換

取
組
紹
介 

②

福
寿
草
の
会

台
所
か
ら
発
想
す
る
エ
コ
活
動

地
産
地
消
も
省
エ
ネ
に
つ
な
が
る

取
組
紹
介 

③

エ
コ
ラ
イ
フ
を
考
え
る
会

■福寿草の会では、生ごみ
をダンボール箱で処理する
方法を実践。ダンボール箱
にピートモスともみ殻くん
炭を混ぜ合わせたものに生
ごみを入れておくと、ひと
月ほどで堆肥となりニオイ
も気にならない　■小川さ
んの庭先のグリーンカーテ
ン。朝顔とゴーヤー、イン
ゲンを組み合わせ〝収穫で
きる〟日除けになっている

■映画『不都合な真実』の無料上
映会を開いた福寿草の会。この
映画は、ゴア元アメリカ副大統
領が地球温暖化問題に取り組ん
だ半生を収めたドキュメント映
画で、ＤＶＤも販売されている

■７月にあきたエコマイスター県南協議会が開催した『エ
コクッキング』の様子。エコを取り入れた調理法や生ごみ
の処理方法などを楽しく学び、たいへん好評を得た

■増田町婦人会の古紙回収の様子。リサイクルを
考え、きちんと分別して業者に引き渡す　■増田
町婦人会が、毎年秋に下草刈りや枝打ちを行って
いる湯沢市皆瀬大湯のスギ林。会員にとってはま
さに〝いこいの森〟といえる場所

エコライフを考える会の活動の基
礎となっている本『私にできるこ
と－地球の冷やしかた』（辻信一
監修・ゆっくり堂発行）
「１ポトリ」という単位を使い、
　　を減らすための取り組みをと
ても分かりやすく紹介している

特集　地球温暖化　　今、私たちにできること

第１章
〝
エ
コ
ラ
イ
フ
〞
の
実
践
は
発
想
し
だ
い

ま
ず
は
仲
間
と
行
動
を
起
こ
す
と
こ
ろ
か
ら
す
べ
て
が
始
ま
る

ひいきでいきませんかＥＣＯ
エ　  コ

Ｃ
Ｏ
２

　エコマイスターは、県が主催する『環境あきた県民塾』の修了生
が『あきたエコマイスター』として県に登録し、地域で環境保全活
動に取り組む上でリーダー的役割を担う。地球温暖化防止のための
活動として、省エネルギーやごみ減量、リサイクルなどの実践と普
及を主な活動内容としている。
　『あきたエコマイスターネットワーク』（事務局は県環境エネル
ギー課）を柱に、県北、中央、県南のそれぞれに協議会が組織され、
市内では現在23人のエコマイスターが在籍。このページに登場して
いただいた照井昌子さん（福寿草の会）と小川捷子さん（エコライ
フを考える会）もエコマイスターとして活躍している。

か
つ 

こ

し
ょ
う 

こ

つ
る
か
い

あきたエコマイスター
県南協議会会長

日 髙　洋 行 さん
ひ　 だ か　  よ う こ う

１

２

３

４

５

６

１
２

ＣＯ２

３

４

５

６
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  Interview
 インタビュー

　秋田県内でも地球温暖化の影響

と思われる現象が、いくつか見ら

れるようになっています。山形県

が北限とされていた植物が県内に

定着しているのが確認され、鳥や

昆虫も以前はあまり見られなかっ

た種類のものが見られるなど、自

然環境が徐々に変化しています。こうした変化は、地球の歴史

上で繰り返されている寒暖の周期から見れば、今が気温の上昇

する時期にあるという可能性もありますが、私たちが行う大量

のエネルギー消費などの人為的な影響が大きいと思います。

　県内では、県北を中心にバイオ燃料などの取り組みが盛んで

すし、小坂製錬所のように世界有数の複合金属リサイクル技術

を有する企業もあります。県でも、平成18年度に地球温暖化防

止計画をつくり、県や県民が取り組むべき具体的な行動の指針

を定めていますが、こうした地域の特性を活かした取り組みを

有機的に結びつけ、県全体の地球温暖化対策につなげていくこ

とが、県の環境行政の役割だと思います。

　環境保全は市民が肩肘張ってやらされるようなものでは長続

きしません。地域の経済情勢に合わせて、柔軟に考えていく必

要があり、この地域で有効な手だては何かを見極め、その導入

や移行を無理なく進めていくことが行政には求められていると

思います。また、市民の皆さんもその中に意義や楽しみを見つ

け、小さなことでも実践してみることが大切です。

　そういう意味で、今回、横手市が着目した太陽光発電推進の

取り組みには、大いに期待と注目をしています。多雪地帯であ

りながら夏場の日照が比較的多い横手市で、一般住宅への太陽

光発電システムの普及が進み、一定の成果を挙げることができ

れば、他の北日本や雪国の自治体に対して大きなアピールにな

るからです。太陽光発電の有意性を市民の皆さんにも知ってい

ただき、「将来への投資」としてとらえ市を挙げて取り組んで

いただきたいと思います。

環
境
に
配
慮
し
た
行
動
を
促
進
す
る

エ
コ
ラ
イ
フ
協
力
事
業
所
認
定
制
度

すぎた化粧品店の取り組み
■（上）メーカーに商品を注文すると、コ
ンテナで品物が納品され、ダンボール箱
などの梱包資材が減量される（下）コンテ
ナは、お客さんから回収した空き容器を
入れてメーカーへ返却。リサイクルに回
される　■西日の当たる店構えだが、手
作りの日除けや鉢植えの植物のおかげで
店内は思いのほか涼しい

ユニシアジェーケーシーステアリ
ングシステム秋田工場の取り組み
■ごみの減量に大きく貢献してい
るレンタルウエスは、職場ごとに
ボックスが配置されている　■分
別が徹底された『ごみステーショ
ン』。使用済みウエスもここで回収
される　■各職場にはステーショ
ンと同じ色分けのごみ箱を配置し
て分別を徹底　■照明は作業の手
元など必要なところだけ点灯する
ため、日中の工場内は暗い　■ボ
イラーの配管を右の太い管から細
い管（左の曲がっているもの）に変
えたことで、放熱によるエネルギ
ーロスを大幅に削減　■環境対策
を担当する工務課の小原義幸さん
（右）と小山輝さん

■県平鹿地域振興局庁舎に設置されている
『こでん（小型電子電気機器）リサイクル
ボックス』。収集物は大館市にあるリサイク
ル工場に集められ、リサイクルに回される

取
組
紹
介 

④

ユ
ニ
シ
ア
ジ
ェ
ー
ケ
ー
シ
ー
ス
テ
ア
リ
ン
グ

シ
ス
テ
ム
株
式
会
社
秋
田
工
場（
市
内
安
本
）

お
客
様
と
一
緒
に
な
り

楽
し
み
な
が
ら
エ
コ
を
実
践

す
ぎ
た
化
粧
品
店（
市
内
四
日
町
）

県平鹿地域振興局長
青 木　　満 氏

青木満（あおき・みつる） 昭和26年、秋田市（旧金足村）生まれ。昭和50年に環境
庁（当時）に入庁し、主に自然環境保全に携わる。平成３年に秋田県庁入りし、
自然保護課、同課長、県民文化政策課長、農林水産部次長および産業経済労働
部次長を経て、今年４月より現職。

この地域に有効な手だて
を見極め、楽しみながら
実践することが大切

取
組
紹
介 

⑤

地
道
な
取
り
組
み
を
継
続
し

ご
み
の
減
量
と　
　

削
減
に
挑
む

Ｃ
Ｏ
２

Ｃ
Ｏ
２

　　

す
ぎ
た
化
粧
品
店
は
、
化
粧
品
メ
ー
カ

ー
「
資
生
堂
」
の
商
品
を
専
門
に
扱
う
お

店
。
メ
ー
カ
ー
が
容
器
リ
サ
イ
ク
ル
な
ど

の
エ
コ
ロ
ジ
ー
活
動
に
力
を
注
い
で
い
る

こ
と
も
あ
り
、
化
粧
品
や
サ
プ
リ
メ
ン
ト

食
品
な
ど
の
容
器
回
収
を
積
極
的
に
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
メ
ー
カ
ー
か
ら
の

商
品
納
入
に
使
わ
れ
る
コ
ン
テ
ナ
に
、
空

容
器
を
入
れ
て
返
送
す
る
も
の
で
、
商
品

を
購
入
し
た
お
客
様
の
協
力
が
あ
っ
て
こ

そ
成
り
立
つ
取
り
組
み
で
す
。

　

ま
た
、
店
舗
が
西
日
の
強
い
立
地
に
あ

る
た
め
、
テ
ン
ト
ひ
さ
し
の
余
っ
た
生
地

で
日
除
け
を
手
作
り
し
て
掲
げ
、
店
先
に

は
花
の
鉢
植
え
を
配
置
。
緑
を
取
り
入
れ

た
優
し
い
雰
囲
気
を
演
出
し
つ
つ
、
鉢
植

え
の
植
物
が
適
度
な
日
陰
を
作
っ
て
く
れ

て
冷
房
費
の
節
約
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。
ほ
か
に
も
、
月
替
わ
り
の
セ
ー
ル
で

『
エ
コ
バ
ッ
グ
』
を
お
客
様
に
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
た
と
こ
ろ
好
評
で
、
お
客
様
と
と
も

に
楽
し
み
な
が
ら
エ
コ
を
実
践
し
て
い
る

姿
勢
が
印
象
的
で
し
た
。

　　

市
で
は
、
環
境
に
配
慮
し
た
事
業
活
動

や
環
境
美
化
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
事

業
所
や
町
内
会
等
を
、
「
エ
コ
ラ
イ
フ
協

力
事
業
所
・
町
内
会
」
と
し
て
認
定
す
る

制
度
を
、
平
成
18
年
12
月
か
ら
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
ご
み
の
減
量
化
や
リ
サ

イ
ク
ル
、
地
球
温
暖
化
防
止
や
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
い
っ
た
環
境
保
全
に
向
け
た
取
り

組
み
を
、
率
先
し
て
行
っ
て
い
る
市
内
の

事
業
所
や
町
内
会
な
ど
に
つ
い
て
、
申
請

に
基
づ
い
て
市
が
認
定
す
る
も
の
。
今
年

７
月
末
現
在
、
62
事
業
所
と
24
町
内
会
等

が
認
定
さ
れ
、
エ
コ
の
実
践
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

エ
コ
ラ
イ
フ
活
動
は
、
一
人
ひ
と
り
の

力
は
小
さ
く
と
も
、
職
場
や
地
域
で
ま
と

ま
っ
て
取
り
組
む
こ
と
で
、
目
に
見
え
る

成
果
と
な
り
、
ま
た
そ
れ
が
継
続
す
る
力

と
な
り
ま
す
。
こ
の
認
定
制
度
の
ね
ら
い

も
ま
さ
に
そ
こ
に
あ
り
、
事
業
者
や
市
民

の
皆
さ
ん
の
環
境
に
配
慮
し
た
行
動
を
促

進
す
る
た
め
に
、
団
体
で
の
取
り
組
み
を

推
進
す
る
の
で
す
。

　

認
定
さ
れ
た
事
業
所
等
の
活
動
の
内
容

は
、
市
環
境
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
エ
コ

ラ
イ
フ
通
信
な
ど
を
通
じ
て
紹
介
し
て
い

ま
す
。
こ
こ
で
は
、
２
つ
の
事
業
所
の
取

り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

　　

ユ
ニ
シ
ア
ジ
ェ
ー
ケ
ー
シ
ー
ス
テ
ア
リ

ン
グ
シ
ス
テ
ム
秋
田
工
場
は
、
平
成
10
年

７
月
に
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
に

適
格
と
さ
れ
る
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
を
取

得
。
親
会
社
の
日
立
グ
ル
ー
プ
の
環
境
行

動
計
画
に
基
づ
き
な
が
ら
も
、
秋
田
工
場

独
自
の
実
行
目
標
を
定
め
、
環
境
保
全
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

代
表
的
な
実
践
例
と
し
て
、
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
で
は
、
照
明
設
備
の
昼
夜
消
灯
（
必

要
な
と
こ
ろ
だ
け
点
灯
）
や
照
明
器
具
へ

の
イ
ン
バ
ー
タ
設
置
に
よ
る
省
電
力
化
、

ボ
イ
ラ
ー
な
ど
の
廃
熱
改
修
に
よ
る
再
利

用
な
ど
、
ま
た
、
ご
み
の
減
量
化
で
は
、

ウ
エ
ス
や
蛍
光
管
の
レ
ン
タ
ル
、
10
数
種

類
に
も
及
ぶ
徹
底
し
た
ご
み
の
分
別
な
ど

を
実
施
。　
　

排
出
量
の
削
減
と
排
出
物

の
減
量
に
結
び
つ
け
て
い
ま
す
。

　

も
と
も
と
自
動
車
部
品
製
造
と
い
う
エ

ネ
ル
ギ
ー
大
量
消
費
の
業
務
を
行
う
同
工

場
。
担
当
者
は
「
経
済
活
動
が
優
先
さ
れ

る
中
で
、
環
境
活
動
も
経
済
効
果
に
結
び

つ
く
よ
う
、
い
か
に
効
果
的
に
実
践
す
る

か
は
大
き
な
課
題
。
地
道
な
取
り
組
み
と

発
想
の
転
換
を
継
続
す
る
こ
と
で
、
成
果

は
確
実
に
上
が
る
」
と
言
い
ま
す
。
そ
こ

で
重
要
な
役
割
を
果
た
す
の
が
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ

Ａ
サ
イ
ク
ル（
※
右
図
）と
い
う
考
え
方
。

環
境
保
全
の
活
動
に
は
「
こ
れ
で
す
べ
て

解
決
」
と
い
う
答
え
や
終
わ
り
が
な
く
、

絶
え
ず
検
証
と
改
善
が
必
要
だ
と
い
う
こ

と
が
、
こ
こ
か
ら
う
か
が
え
ま
す
。

 

Plan

Do

Check

Action ＰＤＣＡ
サイクル

Plan

Do

Check

Action

方針・計画を明らかにし、達成する
べき省エネ目標値を設定する。
計画に沿った環境保全活動を実行し、
取り組んだ結果を確認する。
環境目標と達成目標を照らし合わせ、
達成されていない部分を改善する。
取り組んだ結果を再評価し、次の達
成目標や手段の見直しを行う。

特集　地球温暖化　　今、私たちにできること

第２章
「
地
球
環
境
を
守
る
」　　

そ
ん
な
使
命
感
だ
け
で
は
継
続
は
困
難

達
成
感
や
経
済
性
を
確
認
す
る
こ
と
で
明
日
へ
の
意
欲
が
生
ま
れ
る

ひいきでいきませんかＥＣＯ
エ　  コ
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７

８

９

店主の見達麗子さんは、
お客様との対話を大事に
する。自宅でも薪ストー
ブを愛用するなど、エコ
ライフを楽しんでいる。
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無
尽
蔵
の
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
す
る
究
極
の
エ
コ

　
　
を
出
さ
ず
電
気
料
を
減
ら
せ
る
太
陽
光
発
電
の
普
及
を
推
進

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
設

置
費
用
を
一
部
補
助
し
ま
す

　

市
で
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
の
取
り
組

み
を
推
進
す
る
た
め
、　
　

排
出
量
と
化

石
燃
料
の
消
費
を
抑
え
る
の
に
効
果
的
な

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
普
及
を
図
り
、

市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
環
境
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
一
般
家
庭
に
住
宅
用
太
陽
光

発
電
シ
ス
テ
ム
を
導
入
・
設
置
す
る
際
、

費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
制
度
を
創
設
し

ま
し
た
。
実
施
期
間
は
、
７
月
６
日
か
ら

来
年
３
月
31
日
ま
で
で
す
が
、
今
年
４
月

ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
申
請
で
き
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
の
で
、
実
質
的
に
平
成
21
年

度
中
に
設
置
さ
れ
る
、
ほ
と
ん
ど
の
シ
ス

テ
ム
が
補
助
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

設
置
に
は
国
や
県
か
ら
も
補
助
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
要
件
を
満
た
し
、
国
、
県
、

市
の
補
助
を
受
け
ら
れ
れ
ば
、
設
置
費
用

の
お
よ
そ
３
割
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

Ｃ
Ｏ
２

将来的には蓄電
して利用するこ
とも可能に…

地球と家計に優しい
〝おひさま発電のまち〟
　県内では風力発電が先行して

いますが、沿岸部より風が穏や

かな内陸部では太陽光を利用し

た方が効率的です。雪の心配は

確かにありますが、架台などの

工夫でしのげるし、日射量も年

間で見れば全国平均の90％程度で、太陽光発電を導入

する上では十分だというデータもあります。

　太陽光を利用するねらいとしては、まずエネルギー

の地産地消です。そして〝自前の電気〟を持つことの

魅力が挙げられます。今は技術的に太陽光だけで生活

できる水準にはありませんが、いずれ安くて性能のい

い蓄電装置が普及してくれば、万一の災害時に大きな

安心を獲得することになります。そして、何よりも家

計の負担が軽減されます。既存住宅に3.5kwのシステ

ムを設置する場合、国や市の補助金を利用して170万

円余りの投資ですが、電気代の節約と余った電気の売

電収入を合わせると年間約13万円になると試算され、

投資に見合う十分なリターンが見込まれます。

　「できないだろう」ではなく「やればできる」を合

い言葉に、地球環境と市民の家計の両方に優しい「お

ひさま発電のまち」をめざしていきたいと思います。
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迅
速
な
情
報
収
集
体
制
を
強
化

『
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
に
よ
る
災
害
時
応
援
協
定
』を
締
結

横
手
を
原
点
に
未
来
へ
羽
ば
た
く

平
成
21
年
度
横
手
市
成
人
式

　

８
日
14
日
、
横
手
市
と
横
手
ア

マ
チ
ュ
ア
無
線
ク
ラ
ブ
（
岡
田
允

会
長
）
が
、
『
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線

に
よ
る
災
害
時
応
援
協
定
』
を
締

結
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
大
地
震
な
ど
の
災
害

発
生
時
に
、
電
話
回
線
が
切
断
さ

れ
た
り
、
携
帯
電
話
の
使
用
規
制

で
通
話
が
で
き
な
い
状
態
が
続
い

た
り
す
る
際
に
、
同
ク
ラ
ブ
の
協

力
を
得
て
、
で
き
る
だ
け
広
範
囲

か
ら
被
害
状
況
な
ど
の
最
新
情
報

を
収
集
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
も
の
で
す
。

　

市
役
所
南
庁
舎
公
室
で

行
わ
れ
た
調
印
式
で
は
、

五
十
嵐
市
長
が
「
災
害
時

は
情
報
収
集
の
た
め
の
通

信
手
段
の
確
保
が
重
要
。

全
国
的
に
台
風
な
ど
に
よ

る
風
水
害
が
多
発
す
る
中
、

今
回
の
協
定
締
結
に
よ
っ

て
皆
さ
ん
の
協
力
を
得
ら

れ
る
こ
と
は
と
て
も
心
強

い
」
と
述
べ
る
と
、
岡
田

会
長
は
「
ア
マ
チ
ュ
ア
無

線
は
普
段
は
公
共
の
電
波

を
使
用
し
て
お
り
、
こ
の

よ
う
な
形
で
社
会
貢
献
が
で
き
る

こ
と
を
う
れ
し
く
思
う
」
と
応
え

ま
し
た
。

　

市
は
こ
れ
ま
で
に
生
活
用
品
・

食
料
品
の
供
給
や
物
資
輸
送
、
被

害
状
況
調
査
な
ど
、
10
団
体
と
災

害
時
に
お
け
る
協
定
を
結
ん
で
お

り
、
今
回
が
11
団
体
目
。
今
後
も
、

各
団
体
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
災

害
時
に
お
け
る
市
民
の
安
全
確
保

に
向
け
た
体
制
の
確
立
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

災害時応援協定締結の後、固い握手を交わす(右から岡田会長、五十嵐
市長、事務局の北村さん)

　

８
月
15
日
、
横
手
市
民
会
館
で

今
年
度
の
横
手
市
成
人
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

人
生
の
新
た
な
門
出
と
な
る
式

典
に
は
９
５
０
人
が
出
席
。
は
じ

め
に
五
十
嵐
市
長
が
「
経
済
的
な

大
不
況
の
中
、
こ
れ
か
ら
進
む
道

は
険
し
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
ど

う
生
き
る
か
を
考
え
、
果
敢
に
行

動
を
し
て
ほ
し
い
」
と
式
辞
を
述

べ
ま
し
た
。
次
に
、
新
成
人
を
代

表
し
金
沢
中
出
身
の
伊
藤
鋼
太
さ

ん
が
「
た
く
さ
ん
の
方
た
ち
に
支

え
ら
れ
こ
の
日
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
た
。
今
回
の
成
人
式
は
、
私

た
ち
を
育
ん
で
く
れ
た
『
山
と
川

の
あ
る
ま
ち
横
手
』
を
大
切
に
思

う
気
持
ち
が
形
に
な
っ
た
も
の
で

あ
り
、
こ
こ
に
集
ま
っ
た
私
た
ち

は
そ
の
横
手
を
原
点
に
繋
が
っ
て

い
る
。
そ
の
絆
を
忘
れ
る
こ
と
な

く
、
横
手
を
大
切
に
思
う
気
持
ち

を
持
ち
続
け
て
い
き
た
い
」
と
抱

負
を
語
り
ま
し
た
。　

　

今
回
の
成
人
式
は
、
鳳
中
出
身

の
平
田
渉
さ
ん
と
向
川
顕
秀
さ
ん

が
中
心
と
な
り
１
年
以
上
前

か
ら
準
備
を
開
始
。
15
人
の

実
行
委
員
体
制
で
、
成
人
の

証
と
し
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ピ

ン
バ
ッ
ジ
を
授
与
す
る
『
ピ

ン
ズ
企
画
』
や
、
出
身
中
学

校
に
移
動
し
、
恩
師
を
囲
ん
で
の

ホ
ー
ム
ル
ー
ム
や
授
業
の
再
現
を

行
う
企
画
を
形
に
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
ピ
ン
バ
ッ
ジ
は
８
月
15
日
か

ら
の
一
週
間
、
市
内
の
飲
食
店
や

温
泉
施
設
な
ど
で
提
示
す
る
と
新

成
人
限
定
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ

る
特
典
が
あ
り
、
こ
れ
も
実
行
委

員
の
メ
ン
バ
ー
が
市
内
店
舗
を
回

っ
て
協
力
を
呼
び
か
け
実
現
し
た

も
の
で
す
。

　

自
分
た
ち
が
作
り
上
げ
た
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
成
人
式
。
そ
こ
に
は
将

来
の
横
手
を
担
う
新
成
人
の
頼
も

し
い
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

新成人として決意を語る伊藤さん

新成人の柴田祐一郎さんがデザインし
たピンバッジを手にする参加者

秋田県中学校
総合体育大会

東北電力旗 第22回
東北ミニバスケットボール大会栄光

高橋 成美さん
【水泳】女子200㍍自由形

(横手清陵中）

 

県大会の勢いそのままに、植田が東北大会を制覇！

前号に引き続き、優勝を
飾った選手を紹介します 　８月15・16日に宮城県利府町で行われた『第22回東北ミニバスケット

ボール大会』で植田（女子）が見事初優勝を果たしました。
　植田は同月１・２日に開催された県大会を圧倒的な強さで制し、今大

会でも順当に決勝へ進出。
共に前評判の高かった白
河（福島）を60対58で退け
東北の頂点に立ちました。
　今年の植田はチームワ
ークを活かし、走るバス
ケが信条のチーム。１年
生から練習を積んできた
努力と経験を大切にし、
気持ちで負けないプレー
でこれからも勝利を目指
します。

こ
う 

た

ひ
ら 

た

い 

と
う

わ
た
る

む
こ
う
が
わ
あ
き  

ひ
で

たかはし なる  み

地
域
課
題
の
解
決
に
教
育
資
源
を
活
用

『
秋
田
大
学
横
手
分
校
』
開
設
記
念
行
事

 　

８
月
５
日
、
秋
田
大
学
横
手
分

校
の
開
設
記
念
行
事
が
市
役
所
南

庁
舎
で
行
わ
れ
、
秋
田
大
学
の
吉

村
昇
学
長
と
五
十
嵐
市
長
が
、
講

堂
前
に
看
板
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

横
手
分
校
の
設
置
は
、
２
月
に

同
大
学
と
市
が
結
ん
だ
包
括
連
携

協
定
の
話
し
合
い
の
中
で
生
ま
れ

た
ア
イ
デ
ア
。
当
面
は
、
大
学
の

キ
ャ
ン
パ
ス
機
能
は
持
た
せ
ず
、

市
内
全
域
を
「
分
校
」
と
し
て
と

ら
え
、
地
域
の
課
題
解
決
や
市
民

講
座
の
開
催
な
ど
、
大
学
と
市
が

連
携
す
る
上
で
の
活
動
拠
点
と
し

て
設
置
し
た
も
の
で
、
分
校
と
い

う
名
称
を
使
う
の
は
県
内
初
の
取

り
組
み
と
な
り
ま
す
。

　

看
板
設
置
後
に
は
吉
村
学
長
と

五
十
嵐
市
長
、
さ
ら
に
同
大
学
の

地
域
貢
献
活
動
を
支
援
し
て
い
る

北
都
銀
行
の
斉
藤
永
吉
頭
取
が
会

見
。
吉
村
学
長
は
「
大
学
が
進
め

る
地
域
貢
献
の
取
り
組
み
が
形
に

な
り
う
れ
し
い
。
全
精
力
を
上
げ

て
分
校
の
発
展
に
努
め
た
い
」
と

話
し
、
将
来
的
に
は
社
会
人
向
け

の
講
座
な
ど
の
教
育
機
能
を
充
実

さ
せ
て
い
き
た
い
と
の
考
え
を
示

し
ま
し
た
。
ま
た
、
五
十
嵐
市
長

は
「
大
学
の
知
的
資
源
と
銀
行
の

金
融
全
般
に
わ
た
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を

最
大
限
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

市
が
抱
え
る
地
域
課

題
の
解
決
に
取
り
組

み
た
い
」
と
述
べ
ま

し
た
。

　

こ
の
日
は
、
吉
村

学
長
が
「
学
長
職
１

年
、
変
わ
ろ
う
秋
田

大
学
、
変
え
よ
う
秋

田
大
学
」
と
題
し
た

記
念
講
演
も
行
わ
れ
、

１
５
０
人
の
市
民
が

聴
講
し
ま
し
た
。
ま

た
、
こ
れ
に
先
立
ち
、
８
月
１
日

は
秋
田
大
学
資
源
工
学
部
も
の
づ

く
り
創
造
工
学
セ
ン
タ
ー
に
よ
る

中
学
生
以
下
を
対
象
と
し
た
モ
デ

ル
ロ
ケ
ッ
ト
教
室
が
十
文
字
地
域

で
開
催
さ
れ
た
ほ
か
、
７
月
27
日

か
ら
８
月
20
日
ま
で
４
回
に
わ
た

り
「
楽
し
い
科
学
教
室
」
が
南
庁

舎
を
会
場
に
開
講
さ
れ
ま
し
た
。

横手分校の看板を掲げる吉村学長（左）と五十嵐市長

十文字野球場で行われたモデルロケットの打ち上げ４回にわたって開催された「楽しい科学教室」

ま
こ
と
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10月１日から　横手市の『投票区』が変わります

　横手市選挙管理委員会は、10月以降に行われる選挙か
ら一部の投票区を統合して選挙を実施します。投票所ま
で遠くなり、ご負担をおかけする方も少なくありません
が、公平な選挙ができる投票環境を今のうちから確保し、
次の世代につなげていくことを目的としていますので、
皆さんのご理解とご協力をお願いします。

　横手市選挙管理委員会は、10月以降に行われる選挙か
ら一部の投票区を統合して選挙を実施します。投票所ま
で遠くなり、ご負担をおかけする方も少なくありません
が、公平な選挙ができる投票環境を今のうちから確保し、
次の世代につなげていくことを目的としていますので、
皆さんのご理解とご協力をお願いします。

新しい投票区名新しい投票区名 新しい投票所名新しい投票所名 統合する現在の投票区または区域名
10月１日から10月１日から

平

鹿

地

域

平

鹿

地

域

大

森

地

域

大

森

地

域

山

内

地

域

山

内

地

域

十
文
字
地
域

十
文
字
地
域

大
雄
地
域

大
雄
地
域

　　 　　大 雄 西　　　阿気小学校ランチルーム

　　 　　大雄中央　　　大雄地域福祉センター

　　 　　大 雄 東　　　田根森小学校ランチルーム

大雄第一、新町（高津野）

大雄第二、大雄第三、新町（折橋・新町1区～4区
・野崎・大雄野中・大雄福島）
八柏、田根森
新町（耳取西・耳取東・佐加里）

　　 　　横手第一　　　横手南小学校小体育館
　　 　　横手第二　　　横手市役所横手庁舎
　　 　　横手第三　　　横手保健センター
　　 　　横手第四　　　あさくら館
　　 　　横手第五　　　みいりの保育園
　　 　　横手第六　　　大沢児童館
　　 　　横手第七　　　協同組合横手卸センター組合会館
　　 　　三 枚 橋　　　横手体育館中体育室
　　 　　猪　　岡　　　旭ふれあい館
　　 　　赤　　坂　　　横手南中学校ミーティングルーム
　　 　　朝日が丘　　　朝日が丘児童センター
　　 　　持　　田　　　さかえ館
　　 　　馬　　場　　　安田コミュニティセンター
　　 　　境　　町　　　ふるさと館
　　 　　黒　　川　　　オアシス館
　　 　　金沢第一　　　金沢公民館
　　 　　金沢第二　　　金沢小学校多目的ホール　　　　　　 金沢第二、金沢第三
　　 　　増田第一　　　増田地域多目的研修センター　　　　 増田第一、増田第二、戸波
　　 　　増田第二　　　増田ふれあいプラザ　　　　　　　　 増田第三
　　 　　亀　　田　　　亀田地域センター
　　 　　西 成 瀬　　　西成瀬地域センター　　　　　　　　 吉野、荻袋
　　 　　狙 半 内　　　狙半内地域センター　　　　　　　　 小栗山、上畑

増
田
地
域

増
田
地
域

横

手

地

域

横

手

地

域

新しい投票区名新しい投票区名 新しい投票所名新しい投票所名 統合する現在の投票区または区域名
10月１日から10月１日から

～この一覧の読み方～

例）新しい金沢第二投票区の場合
　　現在の『金沢第二投票区』と『金沢第三
　投票区』を１つに統合し、新しい『金沢第
　二投票区』とします。

　　　　　　　　　　　金沢第二投票区
　　　　　　　　　　　金沢第三投票区金沢第二投票区

（10月１日から） （９月30日まで）統合

横 手 市 投 票 区 一 覧横 手 市 投 票 区 一 覧

平成21年10月以降に予定されている選挙平成21年10月以降に予定されている選挙

　横手市長選挙
　横手市議会議員一般選挙

投開票日　平成21年10月18日

期日前投票所は市内８箇所 どこでも投票できます

投票日当日に都合のつかない方には“毎日が投票日”とも言える期日前投票のご利用をお勧めします。
期　間／告示日の翌日から投票日の前日、午前８時30分～午後８時
場　所／各地域局内

  
投票区見直しの背景
　有権者数が少ない投票区での
投票立会人の確保や市職員の削
減を考慮した事務体制の検討、
老朽化した投票所の改善など、
市町村合併後に行われた選挙か
ら将来的な課題が浮き彫りにな
ってきました。
　こうした課題に対処するため、市選挙管理委員会では
昨年、各地域協議会で98投票区から68投票区に見直すこ
とについての説明会を開催し、概ねご理解をいただくこ
とができました。

◆問合せ　市選挙管理委員会（平鹿庁舎内）　35-2126

  
投票区見直しの背景
　有権者数が少ない投票区での
投票立会人の確保や市職員の削
減を考慮した事務体制の検討、
老朽化した投票所の改善など、
市町村合併後に行われた選挙か
ら将来的な課題が浮き彫りにな
ってきました。
　こうした課題に対処するため、市選挙管理委員会では
昨年、各地域協議会で98投票区から68投票区に見直すこ
とについての説明会を開催し、概ねご理解をいただくこ
とができました。

◆問合せ　市選挙管理委員会（平鹿庁舎内）　35-2126

ピンクの投票区が変わります

ピンクの投票区が変わります

雄

物

川

地

域

雄

物

川

地

域

　　 　　浅　　舞　　　平鹿体育館　　　　　　　　　　　　 浅舞、林崎
　　 　　寺　　村　　　下鍋倉地区農村集落多目的共同利用施設
　　 　　蛭　　野　　　浅舞公民館蛭野分館
　　 　　樽 見 内　　　浅舞公民館樽見内分館
　　 　　吉田第一　　　吉田地区生涯学習センター　　　　　 田ノ植、上吉田
　　 　　吉田第二　　　吉田公民館　　　　　　 　　　　　　中吉田、下吉田
　　 　　醍　　醐　　　醍醐公民館　 　　　　　　　　　　　醍醐、馬鞍、明沢
　　 　　樋 ノ 口　　　樋ノ口会館　　　　　　　　　　　　 上樋ノ口、下樋ノ口
　　 　　沼　　館　　　雄物川生涯学習センター　　　　　　 沼館、大塚、石塚
　　 　　今　　宿　　　雄物川地域局保健センター
　　 　　矢　　神　　　狼沢会館　　　　　　　　　　　　　 矢神、郷
　　 　　二 井 山　　　二井山多目的センター
　　 　　東　　里　　　里見公民館
　　 　　造　　山　　　造山部落多目的研修センター
　　　　 雄　　南　　　のびる館
　　 　　福　　地　　　福地公民館　　　　　　　　　　　　 柏木、西野、深井
　　 　　雄物川大沢　　　大沢多目的センター　　　　　　　　 雄物川大沢、坂ノ下
　　 　　館　　合　　　館合公民館
　　 　　大　　森　　　大森総合学習センター　　　　　　　 大森、菅生田
　　 　　昼　　川　　　白山保育所
　　 　　松　　原　　　松原会館　　　　　　　　　　　　　 松原、武道
　　 　　中　　房　　　八沢木公民館
　　 　　前　　田　　　前田公民館
　　 　　坂　　部　　　坂部多目的集落集会所
　　 　　十 日 町　　　十日町多目的集落集会所
　　 　　袴　　形　　　農村環境改善センター
　　 　　板 井 田　　　板井田多目的集落集会所
　　　　 十文字第一　　　十文字文化センター
　　 　　十文字第二　　　自治会館ふれあいセンター
　　　　 仁 井 田　　　上仁井田会館
　　 　　古　　内　　　古内会館
　　 　　佐 吉 開　　　佐吉開コミュニティセンター
　　 　　三　　重　　　十文字第二小学校体育館　　　　　　 三重、富沢、荒田目
　　　　 植　　田　　　植田保育所　　　　　　　　　　　　 植田、木下
　　　　 睦　　合　　　睦合小学校体育館　　　　　　　　　 川前、真角
　　 　　土　　渕　　　ふれあい館　　　　　　　　　　　　 山内大沢、土渕、軽井沢
　　 　　山　　内　　　横手市役所山内庁舎
　　 　　吉 谷 地　　　山内公民館吉谷地分館
　　　　 松　　川　　　松川コミュニティセンター　　　　　 松川、小松川
　　 　　黒　　沢　　　黒沢部落会館
　　 　　　 筏　　 　　山内公民館筏分館
　　 　　南　　郷　　　山内学習交流センター
　　 　　三　　又　　　三又コミュニティセンター
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平成22年４月採用予定　市立横手病院職員採用試験実施のお知らせ

■市立横手病院　
◆職種および採用予定人数
　看護師　３名程度
　理学療法士、臨床工学技士、診療情報管理士
　診療放射線技師（女性）、ボイラー技士　　
◆受験資格　各職種の要件を満たす方
◆採用予定年月日　平成22年４月１日
◆試験期日　10月４日（日）／市立横手病院
　【看護師】
　・昭和49年４月２日以降に生まれた方
　・採用後、通勤に支障のない範囲に居住できる方
　・看護師免許を有する方、または平成22年３月までに
　　実施される同国家試験により免許取得見込みの方
　【ボイラー技士】
　・昭和44年４月２日以降に生まれた方
　・採用後、通勤に支障のない範囲に居住できる方
　・一級ボイラー技士免許、ボイラー整備士免許、危険
　　物取扱者免状乙種第４類を有する方

　【理学療法士・診療放射線技師・臨床工学技士・診療情報管理士】
　・昭和56年４月２日以降に生まれた方
　・採用後、通勤に支障のない範囲に居住できる方
　・各職種に必要な免許等（理学療法士免許、診療放射
　　線技師免許、臨床工学技士免許、診療情報管理士資格）
　　を有する方、または平成22年３月までに実施される
　　同国家試験等により免許等を取得見込みの方
　・診療放射線技師については、女性を対象とする乳が
　　ん検診（マンモグラフィー）を主に担当する女性の方
◆受付期限　９月24日（木）必着
◆申 込 み　〒013-8602　横手市根岸町５－31
　　　　　　市立横手病院総務課　0182-32-5001
※試験案内・申込用紙は、市立横手病院にあります。郵
　便で請求する場合は、封筒の表に「職員採用試験申込
　用紙請求」と朱書きし、宛先を明記して1 2 0円切手を
　貼った返信用封筒（角型２号）を同封のうえ、市立横
　手病院総務課にお送りください。申込用紙等は市立横
　手病院ホームページからもダウンロードできます。

各１名程度

10月１日から旅券（パスポート）申請の窓口が変わります
市が行う県からの権限移譲についてお知らせします

　

　県からの権限移譲により、10月から各種業務手続が県から市に変わります。

　旅券（パスポート）の申請　申請に必要な戸籍関係書類の取得と旅券申請が同じ窓口でできるようになります。

　10月から下記の事務手続き窓口も県から市に移ります
　　　　　移譲対象事務

興行場経営の許可

クリーニング所開設の届出の受理

理容所開設の届出の受理

美容所開設の届出の受理

　　　　　　　　　　　事　務　の　内　容
興行場の営業申請があった場合の施設確認および許可、営業施設の衛生指導
および変更等があった場合の届出の受理・確認等に関する事務を行います。
クリーニング所の営業申請があった場合の施設確認および許可、営業施設
の衛生指導および変更等があった場合の届出の受理・確認等に関する事務
を行います。
理容所の営業申請があった場合の施設確認および許可、営業施設の衛生指
導および変更等があった場合の届出の受理・確認等に関する事務を行います。
美容所の営業申請があった場合の施設確認および許可、営業施設の衛生指
導および変更等があった場合の届出の受理・確認等に関する事務を行います。

　問合せ

福祉環境部
環境課
（大雄庁舎内）
　35-2184

◆申請・交付
　場所／横手地域局市民課（横手庁舎１階）
　時間／月曜～金曜日、午前８時30分～午後５時15分
　　　　※土日・祝日・年末年始を除く
◆申請者
　日本国籍があり、本市に住民登録している方
　※市内在住者の場合でも、他市町村に住民登録をして
　　いる方は、県庁または各地域振興局での申請および
　　交付になります。なお、住民登録をしている市町村
　　が権限移譲により旅券事務を行っている場合は、当
　　該市町村での申請および交付になります。

◆留意点
　・９月30日までに申請した旅券は、10月１日以降も県
　　平鹿地域振興局で交付します。
　・申請から交付まで９日間（土日・祝日・年末年始を
　　除く）必要になります。
　・代理受領はできませんので必ず本人が受け取りに来
　　てください。※乳幼児は親権者がお連れください。
　・本人確認を行うため、顔写真には規格・寸法など基
　　準が定められています。事前に問い合わせるか、県
　　ホームページ（http://www.pref.akita.lg.jp/）でご
　　確認ください。

◆問合せ　横手地域局市民課市民担当　32-2703、または秋田県県民文化政策課旅券班　018-860-1112

前郷墓園・十文字墓園の使用者を募集します

＊応募者多数の場合や区画場所等は抽選となります＊
【前郷墓園】横手市前郷字兀山115番地
◆募集区画
　○園路墓地（間口２ｍ×奥行３ｍ）・・・21区画
　　土地のみの墓地で、規定の範囲内で自由な形態の墓
　　石が建てられます。
　  【永代使用料310,000円、管理手数料2,520円（年間）】
　○規制墓地（間口２ｍ×奥行２ｍ）・・・15区画
　　お骨を入れるカロート付きで、規定の墓石と花立を
　　建てていただきます。
 　 【永代使用料230,000円、管理手数料1,680円（年間）】
◆申 込 み　横手地域局市民課窓口にある申請書に必要
　　　　　　事項を記入し、提出してください。
◆申 込 先　横手地域局市民課　32-2111

【十文字墓園】横手市十文字町梨木字堤ノ上56番地　
◆募集区画
　○規制墓地（間口２ｍ×奥行２ｍ）・・・37区画
　　お骨を入れるカロート付きで、規定の墓石と花立を
　　建てていただきます。
 　 【永代使用料170,000円、管理手数料2,000円（年間）】
◆申 込 み　十文字地域局市民福祉課窓口にある申請書
　　　　　　に必要事項を記入し、提出してください。
◆申 込 先　十文字地域局市民福祉課　42-5113

◆申込期限【共通】　９月７日(月)～30日(水)
◆申込条件【共通】　市内に現住所か本籍を有すること　
　※お墓がなく、遺骨を自宅等で保管している方優先。
　　埋火葬許可証が必要となります。

 

 

　

◆勤務内容　各地域局管内の道路の除排雪作業等
◆採用期日　平成21年11月16日
◆勤務条件　
　勤務時間　原則として午前８時30分～午後５時
　　　　　　（降雪量により早朝除雪あり）
　賃　　金　時給1,140円（早朝除雪の時間外勤務手当あり）
◆募集人数(地域局単位)
　横手地域３人、雄物川地域３人、大森地域４人、十文
　字地域３人、山内地域１人、大雄地域６人（計20人）
　※応募先の地域局で定員を超えた場合、他地域局との
　　調整あり
◆応募要件
　・大型特殊自動車運転免許を保有し、車両系建設機械
　　運転技術技能講習を修了、もしくは平成21年10月末
　　までに修了見込みの方
　・昭和29年４月２日以降に生まれた方
　・心身ともに健康な方
◆応募方法
　ハローワークを通じて申し込みください。（９月１日公開）
　ハローワークからの連絡後、９月25日（金）までに、紹
　介状・履歴書・運転免許証の写し・運転免許センター
　が交付する運転記録証明書(３年間)を、採用を希望す
　る地域局の地域維持課へ提出してください。
◆選考結果　
　10月中に本人へ通知
◆問合せ
　市建設部建設監理課総務管理担当（十文字庁舎内）
　　42-5112、または各地域局地域維持課維持管理担当

平成21年度新規除雪作業員を募集します

◆日　　時／９月25日（金）午前９時30分～10時30分　
◆申込期限／９月17日（木）※１人につき15分程度
◆申込み・問合せ／市総務企画部市長公室秘書担当　
　　　　　　　　  　35-2111内線1033、1034

市長面会日のお知らせ市長面会日のお知らせ

　『テレビ共同受信施設のデジタル化改修費用』の　
　助成制度をご利用ください　
　「テレビ共同受信施設のデジタル化改修費用」の一
部を助成する制度がありますので、ご活用ください。
※ただし、事前に総務省への〝設置届〟等の申請・
届出が必要です。
◆対　象
　①山間部等において、地形が原因の「テレビ共同
　　受信施設」をデジタル化改修する場合
　②建物等が原因の「テレビ共同受信施設」をデジ
　　タル化改修する場合
　③地形が原因の「テレビ共同受信施設」を新たに
　　設置する場合
◆問合せ
　総務省東北総合通信局　022-221-0705（補助金関係）
　市総務企画部情報政策課　35-2166

　テレビ共同受信施設の「設置届」のご確認を！
　テレビ難視聴解消のため、受信環境の良いところ
に設置したアンテナで受信したテレビ電波を、各加
入者のテレビに分配するシステムが『テレビ共同受
信施設』です。
　設置者は有線電気通信法および有線テレビジョン
放送法に基づき、総務省への申請・届出が必要にな
ります。設置者の方は、申請・届出の状況をご確認
ください。

『テレビ共同受信施設』をご利用の皆さまへ『テレビ共同受信施設』をご利用の皆さまへ
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　　横手の旬な話題をお伝えするテレビ番組がスタート！

　 《オイシイって、楽しい！食と農からのまちづくり》
　　横手市民が〝食に学び〟〝食を楽しみ〟〝食で潤う〟まちを目指す取り組みや、

　横手の豊かな地域資源や食文化をお伝えするテレビ番組がスタートしました。

　◆放送日／毎月第一日曜日、午前９時55分～　※平成22年３月まで

　◆放送局／ＡＫＴ秋田テレビ

　今月届いたチーム・プラスＹ『宣言』をご紹介します。

　「食の安心安全は女性の力で！地産地消、女性が守って世界は平和！」 【増田町婦人会】
　「横手産の食材を積極的に販売ＰＲします。メニュー紹介や食育にも努めます」【マックスバリュ】
　「私たちは率先して生産者・消費者の架け橋となるよう頑張ります」【十文字町消費者の会】
　「山内いものこに続く「山内そば」を広く皆さんに知って頂ける様に努力します！」【山小屋】
　「農商工観連携セミナーの実施等で横手の農業の応援をします」【横手市雇用創出協議会】　　　　　　

現在、

　放送中!!

『特産品開発支援事業補助金』をご利用ください

　市では、地域の活性化と地場産業の振興を図るため、
地域資源や特性を活用した特産品開発を行っている方を
対象に、その経費の一部を補助しています。
◆対 象 者　市内に住所を有し、市の資源や特性をいかし
　　　　　　 た特産品づくりに意欲のある団体または個人
◆補 助 額　経費の２分の１以内（上限50万円）
◆補助制限　①他の機関（国・県等）からの補助を受け
　　　　　　　ていないもの
　　　　　　②１団体・個人の申請回数は年１回とする
◆申込期限　９月30日(水)

◆対象経費　①特産品およびそのデザイン開発・改良に
　　　　　　　係る経費
　　　　　　②特産品の生産・流通・販路開拓に関する
　　　　　　　調査に係る経費
　　　　　　③特産品開発のための研修、その他人材養
　　　　　　　成に係る経費
　　　　　　④特産品の製造に必要な機器等の購入費お
　　　　　　　よびレンタルに係る経費
◆申 込 み　市産業経済部マーケティング推進課(増田庁
　　　　　　舎内)　45-5537、または各地域局産業振興課

市営住宅の入居者を募集します　～申込期限は９月15日（火）～

名　　称
西野住宅
西野団地住宅
上掵住宅
十五野住宅
大雄東団地

築年度
Ｈ２
Ｈ７
Ｓ48～
Ｓ51
Ｓ51

間取り
３ＤＫ
３ＬＤＫ
２ＤＫ～
２ＤＫ
３ＤＫ

家賃（円）
20,300～
26,000～
8,100～
10,000～
11,100～

募集戸数
１
１
３
１
１

 

地域名

大　森
 

 
十文字

大　雄

はば

①公営住宅

②特定公共賃借住宅
名　　称

五十田団地
特定西野住宅
特定西野住宅（世帯用）
ニュータウンいわせ

築年度
Ｈ９
Ｈ10
Ｈ10
Ｈ11

間取り
３ＬＤＫ
１ＬＤＫ
２ＬＤＫ
３ＬＤＫ

家賃（円）
52,100～
30,000 
50,000 
40,500～

募集戸数
３
７
２
１

地域名
平　鹿

山　内

大　森

名　　称
南相野々住宅
南相野々住宅

築年度
Ｈ17
Ｈ17

間取り
１ＬＤＫ
２ＬＤＫ

家賃（円）
29,000
49,000

募集戸数
１
１

地域名
山　内
 

◆申込み 市建設部建築住宅課（横手庁舎内）　35-2224、または各地域局地域維持課（8:30～17:15、土日・祝日は除く）

③定住促進住宅

◆入居条件　公営住宅法に定める入居資格をお持ちの方
　　　　　　が対象になりますので、事前に市建築住宅
　　　　　　課までご確認ください。
　　　　　　※家賃は所得額によって異なります。また、
　　　　　　暴力団員は応募できません(同居者を含む)
◆申込方法　市建築住宅課窓口または各地域局地域維持
　　　　　　課にある申込書に所定事項を記載し、必要
　　　　　　となる書類を添付して申し込んでください。
　　　　　　（郵送不可）※申込者多数の場合は抽選
◆申込期間　９月７日（月）～15日（火）
◆抽 選 会　９月29日（火）予定（有資格者に連絡します）
◆入居予定　10月中旬

市
長
で
す

こ
ん
に
ち
は

横
手
市
長　

五
十
嵐 

忠
悦

消費者の会会員の方々を前にしてのあいさつ

情報局情報局

保呂羽山少年自然の家　石川

　「みんなが輪になって笑顔で子育てを楽しもう」
をキャッチフレーズに、今年もちびっこわくわくフ
ェスティバルが、平鹿生涯学習センターを会場に開
催されます。
　食べる・遊ぶ・作る・発表のコーナーを設け、親
子で楽しめる企画を盛りだくさんに用意し、皆さん
をお待ちしています。ぜひ、遊びにきてね！
☆日時／９月13日（日）午前10時～正午　
☆場所／平鹿生涯学習センター（浅舞公民館）
☆内容／ボウリング遊び・ドラえもん玉入れ遊び・
　　　　糸電話作り・パッチン作り・りんご皮むき
　　　　競争・アンパンマン飾り巻きデモンストレ
　　　　ーション・おもちゃコーナーなどお楽しみ
　　　　がまだまだあるよ！
☆問合せ／子育て支援課　35-2133

ちびっこわくわくフェスティバル

～明るく楽しい子育てと子どもたちの
　　　　　　すこやかな成長を応援します～

市内の子育て支援サークルや団体によるネットワーク会員の
方からのお便りコーナーです。

「自然の中で」

子育て

楽しく
明るく！

楽しく
明るく！ ねっと会員通信

子 育 て 支 援 課 ３ ５ ‐ ２ １ ３ ３

　いつの時代も「こども」は遊びの中で様々な冒険に
挑戦してきました。ガキ大将がいて･･･。「あれしろ、
これしろ。俺のようにやってみろ」そしてそのような
遊びを通して「優しさ」や「思いやり」などを学び、
心の骨組みを自分達の力で育んできました。しかし、
いつの頃からか、冒険的な遊びはめっきりと減り、ゲ
ーム機に向かう子どもが増えてきました。「自然の中
で子どもを遊ばせたい」と願う親御さんは多いはずな
のに･･･。風光明媚で豊かな自然体験と心の冒険のでき
る保呂羽山少年自然の家は、子ども達はもちろん大人
達にも素晴らしい夢と希望を
生み出してくれる場所です。
たくさんの事業や活動プログ
ラムを用意して皆さんをお待
ちしております。

　　　　　　　　　　　 ９月13日開催!!

○
７
／
22
…
岩
手
県
遠
野
市
と
の
意
見

交
換
会
（
遠
野
市
役
所
）

　

遠
野
市
の
本
田
敏
秋
市
長
と
、
か
ね

て
か
ら
約
束
し
て
い
た
意
見
交
換
を
行

う
た
め
、
遠
野
市
を
訪
れ
た
。
両
市
の

幹
部
職
員
も
交
え
、
お
互
い
に
自
治
体

経
営
の
ヒ
ン
ト
を
見
出
そ
う
と
、
真
剣

な
議
論
を
交
わ
し
た
。

　

新
鮮
だ
っ
た
の
は
、
農
政
部
門
と
建

設
部
門
で
、
岩
手
県
の
職
員
と
市
の
職

員
が
庁
舎
内
の
同
じ
フ
ロ
ア
で
仕
事
を

し
て
い
る
点
。
県
と
市
の
垣
根
を
低
く

し
、
除
雪
や
事
業
発
注
な
ど
で
連
携
が

可
能
と
な
っ
た
こ
と
で
、
住
民
サ
ー
ビ

ス
が
飛
躍
的
に
ア
ッ
プ
し
た
と
の
こ
と

で
あ
る
。
ま
た
、
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
妊

婦
の
負
担
軽
減
の
取
り
組
み
や
、
民
話

の
里
づ
く
り
に
代
表
さ
れ
る
住
民
と
一

体
と
な
っ
た
ま
ち
づ
く
り
の
話
を
聞
い

た
。
当
市
に
対
し
て
は
「
食
と
農
か
ら

の
ま
ち
づ
く
り
」
に
強
い
関
心
が
寄
せ

ら
れ
た
。
人
口
減
少
が
続
く
地
方
の
衰

退
を
、
何
と
か
し
て
食
い
止
め
た
い
と

い
う
強
い
思
い
を
共
有
し
、
努
力
を
心

に
誓
っ
た
意
見
交
換
で
あ
っ
た
。

○
７
／
27
…
県
南
ブ
ロ
ッ
ク
消
費
者
の

会
交
流
会
（
市
内
）

　

県
南
地
区
の
消
費
者
の
会
か
ら
参
集

し
た
約
１
６
０
人
の
方
々
を
前
に
「
地

域
産
品
を
価
値
あ
る
も
の
と
し
て
磨
き

上
げ
る
の
は
、
消
費
者
で
あ
る
皆
さ
ん

の
声
だ
」
と
申
し
上
げ
た
。
「
食
と
農

か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
標
榜
す
る
当

市
だ
が
、
作
り
手
側
か
ら
の
一
方
的
な

価
値
観
の
押
し
付
け
で
は
う
ま
く
行
か

な
い
。
そ
の
産
品
を
手
に
し
、
味
わ
っ

て
い
た
だ
い
た
消
費
者
の
声
を
い
か
に

聴
き
取
り
、
生
産
過
程
に
活
か
す
か
が

大
事
に
な
る
。
生
産
者
だ
け
で
な
く
、

そ
れ
を
消
費
す
る
側
に
も
地
元
産
品
を

輝
か
せ
る
た
め
に
果
た
し
て
い
た
だ
き

た
い
役
割
が
あ
る
と
の
思
い
を
、
改
め

て
お
伝
え
し
た
つ
も
り
だ
。
６
月
か
ら

始
め
た
「
チ
ー
ム
・
プ
ラ
ス
Ｙ
」
の
取

り
組
み
は
、
そ
れ
を
目
に
見
え
る
形
に

し
た
も
の
で
あ
り
、
ぜ
ひ
と
も
大
き
な

輪
と
な

る
よ
う

市
民
の

皆
さ
ん

と
一
緒

に
活
動

を
進
め

て
い
き

た
い
。
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各
地
に
伝
わ
る
お
盆
の
行
事
。
そ

こ
に
住
む
人
々
は
、
行
事
を
通
し
て

先
人
の
思
い
を
受
け
継
ぎ
、
後
世
へ

と
伝
え
る
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

わ
が
横
手
に
も
多
く
の
誇
る
べ
き
歴

史
、
伝
え
る
べ
き
伝
統
が
あ
り
ま
す
。

　

男
衆
は
勇
ま
し
く
構
え
、
女
衆
は

艶
や
か
に
舞
う　
　

今
年
も
、
横
手

の
熱
い
夏
が
彩
ら
れ
ま
し
た
。

あ
で

横手（8/15）

増田（8/16）

平鹿（8/18）
艶やかな浴衣姿の踊り手が各地で優雅な踊りを披露

子どもたちが乗った小舟が集まると
横手の送り盆が幕を開ける…

華麗な花火ショーが観客を魅了

熱気が最高潮に達した中での屋形舟のぶつけ合い

サイサイ囃子が会場を盛り上げる



Topics

　今泉地区に伝わる伝統行事、今泉祇園囃子が８月15
日に行われました。同地区にある永泉寺の境内社の祭
典行列で、番楽面を先頭に獅子舞、神楽、踊り手と続
き集落内を勇壮にねり歩きました。祇園囃子にのせ、
女児たちによる華やかな踊りや着物姿の男児たちによ
る獅子の口割が、要所要所で披露されました。

今泉祇園囃子   （十文字）

東京で横手の食を猛烈アピール
■よこて『食と農』夏の陣

九州屋小田急新宿店本館に陳列された横手産の野菜

　７月30日、東京の九州屋小田急新宿店本館と東武池袋
本店で、横手産品の販売促進フェアが開催されました。
首都圏でのＰＲを目的に、横手産のスイカ、アスパラガ
ス、トマト、菌床シイタケなどを販売。当日はＪＡ秋田
ふるさとの担当者と一緒に五十嵐市長も売場に立ち、自
慢のスイカ『あきた夏丸』などの試食を呼びかけました。
　８月１、２日には、横手青年会議所のメンバーも加わ
り、港区にある県のアンテナショップ『あきた美彩館』
イベント広場でも横手の食を売り込みしました。

旧黒沢小学校で映画撮影
■『いのちの山河～日本の青空Ⅱ～』（山内）

旧黒沢小学校の体育館を利用し行われた撮影風景

　医療費無料化を目指し奮闘した、岩手県旧沢内村の深
沢晟雄村長を描いた映画『いのちの山河』の後期撮影が
７月17日から８月７日の間、山内地域などで旧黒沢小学
校や民家を利用し行われました。
　８月４日には五十嵐市長が撮影現場を訪問、大澤豊監
督や俳優の大鶴義丹さん宍戸開さんへ、県オリジナル品
種のスイカ『あきた夏丸』を手渡し撮影の激励をしました。
　山内地域の方もエキストラとして出演した映画の放映
は、10月から一般公開される予定です。　

　７月18日から８月23日まで、ウルトラ誕生40年の軌
跡『大ウルトラマン展』が増田まんが美術館で開催され
ました。ウルトラマン誕生の歴史を紹介したパネルや
撮影で使用された科学特捜隊のユニホーム、台本や基
地の模型などを展示。高さ２㍍のウルトラマン人形の
前で記念撮影する親子連れで賑わっていました。

大ウルトラマン展

  ８月16日、増田地域の恒例行事『第23回元祖全日本
たらいこぎ選手権』たらいこぎ祭りが真人公園の公園
沼で行われました。県内外から子ども、中学生以上の
個人男女、団体の各部門に約200人が参加。水しぶき
をあげ豪快に進む選手やバランスを崩して転覆する選
手が続出し、観客の歓声や笑いを誘っていました。

第23回たらいこぎ祭り （増田）（増田）

   

デフリンピック剛柔会全国空手道
選手権大会優勝 横手の元気印

高橋 康太さん(朝倉小学校６年・横手)

市報よこて 20No.94  2009(       21　).9.1市報よこて21 2009(       21　).9.1  No.94 平成　 年平成　 年

  

　９月５～15日、台湾・
台北市で開催されるデフ
リンピック（聴覚障がい
者のオリンピック）に男
子バスケットボールの日
本代表として出場する、
石川友正さん。
　姉の影響を受け、小学
校４年生からバスケット
ボールを始めたという石
川さんは、現在、東芝に
勤務し、東京のクラブチ
ームで活躍中です。
　日本代表ではセンターとフォワードを務め、ハ
イポストからのフックシュートなどを得意として
います。デフリンピックの男子バスケットボール
には16か国が参加。「ベスト４を目指してがんば
りたい。できれば、金メダルも狙いたい！」と力
強く抱負を語ってくれました。

日本代表選手

山岳遭難救助に備える
■市消防本部・県消防防災航空隊合同訓練

消防防災ヘリコプター『なまはげ』による訓練

　８月５日、山岳遭難救助を想定して市消防本部と県消
防防災航空隊による合同訓練が実施されました。会場の
雄物川河川公園・鍛冶台いこいの森では、消防防災ヘリ
コプターによる吊り上げ救助訓練が行われました。

　近年、山菜採りなどによる山岳遭難事故が多発し、県

内でも昨年は山岳遭難事故が42件発生しています。これ

から、キノコ採りの時期になります。入山する場合は、

山岳遭難事故にあわないよう十分に注意しましょう。

　８月８日、第14回は・は・は祭が行われ、会場の今宿
通りには多くの観客が訪れました。今年は市内外から
８団体がよさこいソーラン競演に参加。ライブステー
ジや餅まき饅頭まきなども行われ、平成８年８月８日
に〝は・は・は〟の語呂合わせで始まったイベントは、
笑顔の町にふさわしい盛り上がりを見せました。

第14回は・は・は祭 （雄物川）

ご う じゅう

　愛知県で８月８、９日に開催された『第35回剛
柔会全国空手道選手権大会』小学校５・６年生の
部（形競技）に出場した高橋康太さん。剛柔流空手
道誠和会横手支部に所属し毎週３回、基本の技と
形や組手を繰り返し練習した結果、６度目の大会
出場で見事全国優勝に輝きました。

　師範の父親と一緒に
練習会場に行くうち、
先輩の勇姿にあこがれ
を抱くようになった高
橋さん。５歳から始め
た空手は、現在初段の
腕前です。「よい仲間
に恵まれ練習も楽しい
です。これからも基本
の技をしっかり練習し
て、来年もまたがんば
りたいです」と元気に
話してくれました。

雄物川中ＯＢ選手が集結！
■雄物川ドリームチーム☆2009（雄物川）
　『雄物川ドリームチーム☆2009』が８月13日、雄物川体
育館で開催されました。実業団、大学、高校などで活躍
している雄物川中バスケットボール部ＯＢが、地元で試
合ができたら夢のようだと、同中ＯＢの大日向新公さん
の提案で、能代工業ＯＢなど13人がドリームチームを結
成。雄物川地区のスポ少などを対象にした実技指導や、
中高生、地元クラブとの試合などを行いました。
　大日向さんは「プレーを間近に見てもらい、日本を代
表する選手が育てばうれしい」と話してくれました。ドリームチームの指導やプレーに目を輝かせ見つめる参加者

しん こう

まさ　お

び　さい かん

ぎ　おん ばや　し

にぎ

石川 友正さん(27歳・横手)
いしかわ　ともまさ

たかはし　こう た

ばんがくめん

くちわり

かた
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　いよいよ『Ｂ－１グランプリinＹＯＫＯＴＥ』の開幕が
すぐそこまで迫りました。「プレミアム予約券」の特典
付き食事チケット（前売券）も好評発売中です。みんなで
Ｂ級グルメの祭典をとことん楽しんじゃいましょう。
◆当日の情報は『ＦＭゆーとぴあ』でチェック
　期間中、コミュニティＦＭの『ＦＭゆーとぴあ（周波
数76.3MHz）』が両会場の情報を放送します。料理の完
売状況や駐車場・渋滞の状況などをリアルタイムでお知
らせしますので、Ｂ－１会場にお出かけの際はぜひチェ
ックしてください。
◆食事チケット（前売券）は好評発売中
　Ｂ－１グランプリを存分に楽しむため「少しでも当日
の混雑を避けたい」「絶対に食べたい料理がある」とい
う方にお勧めの前売り食事チケットが、サンクス・サー
クルＫで販売中です。詳しくは、市報８月１日号かサン
クス・サークルＫの店頭でご確認ください。
◆期間中の交通規制
●第１会場（中心市街地）周辺

●第２会場（秋田ふるさと村）周辺

◆問合せ　Ｂ－１グランプリin横手実行委員会事務局
　　　　　（横手商工会議所内）高橋・大友 　32-1170

　

　

　

「Ｂ－１駐車場」表示プレートをお配りします
　Ｂ－１グランプリｉｎＹＯＫＯＴＥには、約15万
人の来場者が見込まれています。
　そのため、特に車の混雑が予想されることから、
実行委員会では両会場周辺（およそ徒歩15分の範囲）
での駐車場を提供するため、市民の皆さんにご協力
いただきたいと考えています。全国からのお客様を
気持ちよくお迎えするため、多くの皆さんのご協力
をお願いします。
■駐車場の協力条件など
　・Ｂ－１グランプリの来場者用に、不特定多数の
　　駐車が可能な場所。（管理は各自）
　・実行委員会から配付する「Ｂ－１駐車場」表示
　　用プレートを、駐車場入り口に掲示する。
　・30台以上の無料駐車スペースの場合、実行委員
　　会から場内整理のスタッフを派遣する。
■応募方法
　９月１日（火）から下記で電話受付し、受付時にプ
　レートの配付場所をお知らせします。
■問合せ・申込み
　Ｂ－１グランプリin横手実行委員会　駐車場係
　担当 鈴木 　090‐2979‐1920

2009.9.19~20

横手やきそば、ナンバーワン！
めざせ！Ｂ級グルメ日本一!!

いよいよ、開催日が迫ってきました！

駐車場のご提供を

横手地域局

飲食エリア

かまく
ら館

Ｂ-１会場 Ａ-１会場

Ｃ-１会場

Ｃ-１会場
チケット売場

ＪＲ横手駅のカウント
ダウン電光掲示板
　　　（９月１日現在）

横手やきそば暖簾会
会長 伊藤一男さん

みなさん、
横手やきそばを
応援してくだ
さいね！76.3

ＭＨz

ＦＭゆーとぴあ
当日の情

報

はこちら
で

富士見大橋

8:00～22:00
8:00～18:00

 

通行止日時
９月19日（土）
　　・20日（日）

Ａ-１
会場

Ｂ-１会場

秋田ふるさと村

チケット
売場

ドーム劇場 近
代
美
術
館

通行止日時
９月19日（土）・20日（日）
　　・21日（月）
9:00～18:00

横手やきそば、
悲願のグランプリ
獲得なるか!?

５５

９月19日　20日　21日　22日　23日土 日 月 火 水
敬老の日　　　 国民の休日　　　 秋分の日Ｂ－１グランプリｉｎＹＯＫＯＴＥ

今年９月は、春のゴールデンウィークに匹敵する大型連休があります。
そこで、期間中にビッグイベントが目白押しの横手市では、この秋の大型連休を
『ゴールデン★５（ファイブ）』と命名。横手ならではの５連休を提案し横手を大
いにＰＲしようと、市役所女性職員によるプロジェクトチームを立ち上げ、イベ
ントの企画や情報提供を計画しています。
まずは、ホームページで『ゴールデン★５』の情報を随時お届けしていますので、
ぜひチェックしてみてください。
『ゴールデン★５』ホームページ　http://www.city.yokote.lg.jp/Golden5/

予告！

今年の「横手の秋」は
Ｂ‐１だけじゃない！

情報～information～

　
　

女
性
特
有
の
が
ん
検
診
無
料

　
　

ク
ー
ポ
ン
券
を
配
布
し
ま
す

　

市
が
実
施
す
る
子
宮
が
ん
・
乳
が

ん
検
診
の
「
が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ

ン
券
」
お
よ
び
「
検
診
手
帳
」
を
対

象
者
へ
９
月
上
旬
に
送
付
し
ま
す
。

健
康
管
理
の
た
め
、
検
診
の
受
診
を

お
勧
め
し
ま
す
。
５
月
か
ら
８
月
に

市
で
実
施
し
た
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん

検
診
を
受
診
し
た
対
象
者
に
も
通
知

し
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
者
／
前
年
度
、
次
の
年
齢
に

　

な
っ
た
方

　【
子
宮
頸
が
ん
検
診
】20
歳
・
25
歳
・

　

30
歳
・
35
歳
・
40
歳

　【
乳
が
ん
検
診
】40
歳
・45
歳
・50
歳
・

　

55
歳
・
60
歳

◆
検
診
日
程
／
詳
細
は
通
知
を
ご
覧
く

　

だ
さ
い
。

◆
問
合
せ
／
市
福
祉
環
境
部
保
健
衛

　

生
課　

３
５
‐
２
１
８
５
、ま
た
は

　

各
地
域
局
市
民
福
祉
課
保
健
衛
生

　

担
当
（
横
手
地
域
局
は
保
健
セ
ン

　

タ
ー
）

　
　

下
水
道
フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
す

　
　

　

下
水
道
を
よ
り
多
く
の
方
に
利
用

し
て
い
た
だ
く
た
め
、
パ
ネ
ル
展
示

や
相
談
所
、
風
船
コ
ー
ナ
ー
な
ど
を

設
け
下
水
道
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

◆
日
時
／
９
月
13
日（
日
）午
前
９
時

　

〜
午
後
３
時

◆
場
所
／
道
の
駅
十
文
字

◆
問
合
せ
／
市
上
下
水
道
部
下
水
道

　

維
持
課　

３
２
‐
２
７
８
１

　
　

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
募
集

　
　

　

明
海
大
学(

千
葉
県
浦
安
市)

に
通

う
ア
ジ
ア
か
ら
の
留
学
生
が
横
手
市

を
訪
れ
ま
す
。
日
本
語
を
話
せ
ま
す

の
で
言
葉
の
心
配
は
い
り
ま
せ
ん
。

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
体
験
し
、
気

軽
に
国
際
交
流
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
受
入
期
間
／
10
月
10
日(

土)

〜
12

　

日(

月)

の
２
泊
３
日

◆
募
集
定
員
／
10
家
族
（
１
人
世
帯

　

の
方
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
）

◆
申
込
期
限
／
９
月
30
日(

水)

◆
申
込
み
／
市
総
務
企
画
部
男
女
共

　

同
参
画
・
市
民
協
働
推
進
室　

３

　

５
‐
２
１
５
８

　
　

母
子
・
寡
婦
福
祉
資
金
を

　
　

貸
し
付
け
し
ま
す

　

こ
の
資
金
は
、
母
子
家
庭
の
方
を

対
象
に
、
県
が
低
利
ま
た
は
無
利
子

で
貸
し
付
け
す
る
制
度
で
す
。

　

大
学
等
入
学
の
経
費
に
も
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
推
薦
入
試
や

Ａ
Ｏ
入
試
で
合
格
し
た
場
合
は
10
月

か
ら
11
月
中
に
入
学
金
等
の
納
入
を

求
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

早
め
に
相
談
く
だ
さ
い
。
な
お
、
所

得
制
限
等
で
貸
し
付
け
で
き
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

◆
問
合
せ
／
市
福
祉
環
境
部
子
育
て

　

支
援
課　

３
５
‐
２
１
３
３

　
　

横
手
市
民『
食
の
ア
カ
デ
ミ
ー
』

　
　

地
産
地
消
料
理
講
習
会
９
月
期

　
『
食
と
農
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
』の

取
り
組
み
と
し
て
、
地
産
地
消
料
理

講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。
今
回
は
横

手
産
野
菜
を
使
用
し
た
簡
単
ス
イ
ー

ツ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

◆
日
時
／
９
月
16
日（
水
）午
前
10
時

　

〜
11
時
30
分

◆
場
所
／
大
雄
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

◆
定
員
／
先
着
20
人

◆
参
加
費
／
１
人
３
０
０
円

◆
申
込
開
始
／
９
月
８
日(

火)

午
前

　

９
時
〜

◆
申
込
み
／
市
産
業
経
済
部
マ
ー
ケ

　

テ
ィ
ン
グ
推
進
課　

４
５
‐
５
５

　

３
７

　
　

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
　

乳
幼
児
用
普
通
救
命
講
習
会

　

市
消
防
本
部
の
救
急
救
命
士
を
講

師
に
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
し
た
心
肺
蘇

生
法
や
小
児
・
乳
児
用
の
救
命
処
置

を
学
び
ま
す
。
（
参
加
費
無
料
）

◆
日
時
／
９
月
28
日（
月
）午
前
９
時

　

〜
正
午

◆
場
所
／
わ
ん
ぱ
く
館
（
南
町
）

◆
託
児
／
あ
り
（
要
予
約
）

◆
申
込
期
限
／
９
月
17
日（
木
）

◆
申
込
み
／
横
手
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

　

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー　

３
５
‐

　

７
２
１
１

　
　

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
栄
養
教
室

　
　

　

食
欲
の
秋
、
必
要
な
栄
養
を
取
り

な
が
ら
、
体
重
を
増
や
し
す
ぎ
な
い

食
事
の
工
夫
に
つ
い
て
学
ん
で
み
ま

せ
ん
か
。

◆
日
時
／
９
月
29
日（
火
）午
前
10
時

　

〜
午
後
１
時
30
分

◆
場
所
／
横
手
保
健
セ
ン
タ
ー

◆
定
員
／
先
着
25
人

◆
参
加
費
／
１
人
３
０
０
円

◆
申
込
期
間
／
９
月
７
日(

月)

〜
15

　

日(

火)

※
土
日
は
除
く

◆
申
込
み
／
横
手
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　

３
３
‐
９
６
０
０

 

講
　

座

お
知

ら
せ

催
　

し

講
　

座

情 報
information

 

講
　

座

  ＮＨＫ『おかあさんといっしょ』でおなじ
みの『ぼよよん行進曲』等を提供している中
西圭三さんと親子で楽しく歌って踊ろう。
◆日時／９月６日（日）午前10時30分開場
◆場所／増田体育館
◆料金／1,000円〔前売り〕1,200円〔当日〕
◆その他／当日、日の丸醸造文庫蔵でふ
　れあいコンサート開催（別料金）
◆チケット販売・問合せ／増田地域局地
　域振興課　45-5510

中西圭三さんとうたっておどろう!!中西圭三さんとうたっておどろう!!
  平鹿地域の四季折々の自然・祭り・史
跡等の生活文化を題材とした作品を募集
します。
◆応募期間／平成21年12月１日～平成
　22年１月31日必着
◆応募規定／①未発表の作品②サイズ
　は四ツ切もしくはワイド四ツ切③版
　権は主催者に帰属し地域の観光PR等
　に活用、詳しくはお問い合せください。
◆問合せ／平鹿地域局産業振興課　24-1118

平鹿町フォトコンテスト作品募集平鹿町フォトコンテスト作品募集

募
　

集

・固定資産税３期
・国民健康保険税３期
・介護保険料３期
・後期高齢者医療保険料３期
　※年金天引きでないもの
◆ 納期限は９月30日です ◆
納期限までの納付をお願いします。
市財務部納税課（横手庁舎）　32-2518

お
知

ら
せ

け
い
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そ
ば
打
ち
教
室

　
　

　

山
内
産
そ
ば
粉
で
そ
ば
打
ち
に
挑

戦
し
ま
し
ょ
う

◆
日
時
／
９
月
26
日（
土
）午
前
９
時

　

〜
午
後
１
時
30
分

◆
場
所
／
土
渕
ふ
れ
あ
い
館
（
会
場

　

へ
は
バ
ス
で
移
動
）

◆
対
象
／
市
内
の
方
※
先
着
10
人

◆
参
加
費
／
１
，
５
０
０
円（
昼
食
含
む
）

◆
申
込
開
始
日
／
９
月
３
日(
木)
午

　

前
９
時
〜

◆
申
込
み
／
横
手
中
央
公
民
館

　
　

３
２
‐
３
１
３
７

　
　

第
38
回
雄
物
川
駅
伝
競
走

　
　

大
会
参
加
チ
ー
ム
を
募
集

◆
日
時
／
10
月
11
日（
日
）午
前
９
時

　

開
会
式
、
午
前
10
時
ス
タ
ー
ト

◆
コ
ー
ス
／
雄
物
川
陸
上
競
技
場
を

　

ス
タ
ー
ト
、
ゴ
ー
ル
と
す
る
６
区

　

間
（
全
長
17
・
３
㌔
）

◆
出
場
資
格
／
横
手
市
在
住
の
方
、

　

ま
た
は
横
手
市
内
に
勤
務
し
て
い

　

る
方
（
学
生
は
除
く
、
職
業
訓
練

　

生
は
可
）

◆
チ
ー
ム
編
成
／
監
督
１
人
、
選
手

　

６
人
、
補
欠
６
人

◆
申
込
期
限
／
９
月
16
日（
水
）

◆
申
込
み
／
雄
物
川
体
育
館　

２
２

　

‐
５
６
４
４

　
　

文
化
財
探
訪
に

　
　

参
加
し
ま
せ
ん
か

　

横
手
城
址
周
辺
の
文
化
財
と
史
跡

を
、
歩
き
な
が
ら
探
訪
し
ま
す
。
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
が
可
能
な
服
装
で
ご
参

加
く
だ
さ
い
。（
小
雨
決
行
）

◆
日
時
／
９
月
16
日（
水
）午
前
８
時

　

30
分
〜
正
午
頃

◆
集
合
場
所
／
あ
さ
く
ら
館

◆
申
込
期
間
／
９
月
７
日(

月)

〜
９

　

日(

水)

※
先
着
20
人

◆
申
込
み
／
あ
さ
く
ら
館　

３
５
‐

　

２
１
３
８

◆
問
合
せ
／
横
手
文
化
財
保
護
協
会

　

半
田
さ
ん　

３
２
‐
４
７
７
２

　
　

砂
利
採
取
業
務
主
任
者
試
験

　
　◆

日
時
／
11
月
13
日(

金)

午
前
10
時

　

〜
正
午

◆
場
所
／
県
庁
第
２
庁
舎

◆
願
書
受
付
期
間
／
９
月
７
日(

月)

　

〜
10
月
９
日(
金)
、
午
前
９
時
〜

　

５
時（
土
日
祝
日
を
除
く
）

◆
受
験
手
数
料
／
７
，
６
０
０
円

◆
問
合
せ
／
県
平
鹿
地
域
振
興
局
建

　

設
部
用
地
課　

４
５
‐
６
１
６
３

　
　

県
営
住
宅
入
居
者
募
集
中

　
　◆

募
集
住
宅
／
県
営
朝
日
が
丘
住
宅

　
（
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）１
戸

◆
募
集
期
限
／
９
月
10
日（
木
）

◆
問
合
せ
／
県
平
鹿
地
域
振
興
局
建

　

設
部
建
築
課　

３
２
‐
６
２
０
６

　
　

無
料
法
律
相
談

　
　◆

日
時
／
９
月
15
日（
火
）午
後
１
時

　

〜
３
時
※
要
予
約
、
託
児
あ
り

◆
場
所
／
横
手
保
健
所

◆
対
象
／
男
女
間
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど

　

法
律
的
な
解
決
を
必
要
と
す
る
方

◆
定
員
／
４
名
（
１
人
30
分
）

◆
問
合
せ
／
中
央
男
女
共
同
参
画
セ

　

ン
タ
ー
相
談
室　

０
１
８
‐
８
３

　

６
‐
７
８
４
６

　
　

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
課
程

　
　

養
成
研
修

◆
期
間
／
10
月
20
日(

火)

〜
12
月
８

　

日(

火)

◆
場
所
／
南
部
エ
リ
ア
（
大
森
町
菅

　

生
田
）

◆
対
象
／
全
日
程
受
講
で
き
る
方

◆
定
員
／
36
人
（
申
込
み
多
数
の
場

　

合
抽
選
）

◆
受
講
料
／
４
０
，
０
０
０
円
（
テ

　

キ
ス
ト
代
込
）

◆
申
込
期
限
／
９
月
25
日(

金)

午
後

　

５
時

◆
申
込
み
／
南
部
エ
リ
ア　

２
６
‐

　

３
８
８
０　

２
６
‐
３
８
８
２

　
　

自
衛
官
を
募
集
し
ま
す

　
　
　
　

◆
募
集
種
目
／
防
衛
大
学
校
学
生
・

　

防
衛
医
科
大
学
校
学
生
・
看
護

　

学
生

◆
受
付
期
間
／
９
月
７
日（
月
）〜
10

　

月
２
日（
金
）

◆
受
験
資
格
／
平
成
22
年
３
月
高
校

　

卒
業
予
定
の
男
女
お
よ
び
18
歳
以

　

上
21
歳
未
満
の
男
女
（
看
護
学
生

　

は
24
歳
未
満
）

◆
身
分
／
特
別
職
国
家
公
務
員

◆
試
験
日
／【
看
護
学
生
】10
月
24
日

　
（
土
）、【
防
衛
医
科
大
学
校
】10
月

　

31
日（
土
）〜
11
月
１
日（
日
）、【
防

　
衛
大
学
校
】11
月
７
日（
土
）〜
８

　

日（
日
）

◆
申
込
み
／
自
衛
隊
横
手
地
域
事

　

務
所　

３
２
‐
３
９
２
０

　
　

司
法
書
士
無
料
相
談
会

　
　

　

不
動
産
・
会
社
・
法
人
の
登
記
、

多
重
債
務
、
成
年
後
見
な
ど
に
関
す

る
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
電
話
に

よ
る
予
約
が
必
要
で
す
。

◆
日
時
／
９
月
９
日(

水)

・
10
月
14
日

　

(

水)

・
11
月
11
日（
水
）、
午
後
１
時

　

30
分
〜
３
時
30
分（
毎
月
先
着
３
件
）

◆
場
所
／
横
手
商
工
会
議
所

◆
予
約
専
用
電
話
／　

０
１
８
‐
８

　

２
４
‐
０
０
５
５

◆
問
合
せ
／
県
司
法
書
士
会　

０
１

　

８
‐
８
２
４
‐
０
１
８
７

　
　

秋
田
修
英
高
等
学
校

　
　

『
通
信
制
課
程
』
募
集

　

県
南
で
唯
一
の
通
信
制
課
程
で
す
。

10
月
か
ら
の
後
期
入
学
者
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

◆
出
願
期
間
／
９
月
１
日(

火)

〜
25

　

日(

金)

◆
募
集
人
員
／
普
通
科
40
人

◆
入
学
検
査
日
／
９
月
27
日(

日)

◆
入
学
検
定
料
／
７
，
０
０
０
円

◆
問
合
せ
／
秋
田
修
英
高
等
学
校
通

　

信
制
課
程　

０
１
８
７
‐
６
３
‐

　

２
６
２
２

南部エリア　イベント案内
【ぼく・わたしのおじいちゃん、おばあちゃん作品展】
●日時／９月４日(金)～30日(水)午前９時～午後５時 ●
入場料／無料 ●問合せ／南部エリア 　26-3880

『市民紅葉登山の集い』に参加しませんか
●日時／10月４日(日)午前７時～ ●場所／乳頭山（孫六
登山口コース）  ●対象／中学生以上、先着30人 ●申込
み／９月６日(日)午前９時～12時、かまくら館にて ●参
加費／1,500円（申込時持参） ●問合せ／横手山岳協会
木村さん 　33-5511

横手読書会 ９月例会
●日時／９月11日(金)午後２時～ ●場所／女性センター 
●演題／『山・雑感』～山あるきの体験から得たもの～ 
●講師／鈴木清氏 ●問合せ／横手図書館 　32-2662

第２回秋田を日本一住みよい県にする討論会！
●日時／９月12日(土)午後２時～　●場所／十文字文化
センター　●テーマ／『地元食材のアピール』私の農業
経営～利益を出す農業経営とは～　●講師／菊地勝子氏 
●入場料／無料（入場整理券必要）●問合せ／日本一住
みよい県にする会 泉谷さん 　42-2130

公開講座『成年後見制度の概要と事例及び後見人の職務』
　リーガルサポートあきた会員がわかりやすく説明します。
併せて無料相談会も開催します。。
●日時／９月12日(土)午後１時～３時30分　●場所／横
手市就業改善センター ●無料相談会／午後４時～ ●問
合せ／リーガルサポートあきた 　018-824-0055

情報～information～

idobata  plaza
どばたプラザい

講演会『明治期における秋田藩戊辰戦争史の成立と展開』
●日時／９月13日(日)午後１時30分～４時　●場所／雄
物川生涯学習センター ●講師／秋田県公文書館学芸主事 
畑中康博氏  ●入場料／無料  ●問合せ／平鹿地方史研
究会 佐々木さん 　53-2105

自然を愛する皆さんの集い　
●日時／９月20日(日)午後１時開演（12時30分開場)　●
場所／煉瓦屋(寿町) ●内容／①講演『秋田に移住して３
年、今思う事』、②サニーフレンズのライブ　●参加費／
800円(軽食付) ●問合せ／煉瓦屋 　33-2811

マンドリン＆ギターデュオコンサート『響き』
●日時／９月22日（火）午後２時開演 ●場所／かまくら館 
●出演／マンドリン：荻田ヒサ子、ギター：柴田周子ほか
●入場料／ペア券 3,000円、トリプル券 4,000円（当日シ
ングル券2,000円） ●問合せ／荻田さん 　32-9438

とっぴんぱらりのプー 第98回昔語りの会
●日時／９月26日(土)午後１時30分～ ●場所／こうじ庵
（鍛冶町） ●問合せ／尾形さん 　32-0630

お
知

ら
せ

 

講
　

座

講
　

座
募

　

集

募
　

集

  「よこて」に住んで楽しい地域になるよう、地元の課題
や解決策などについて熱く語り、行動してみましょう。
　４回のワークショップと１回の実践行動を開催予定。
◆第１回開催日時／９月29日（火）、午後１時30分～４時
◆場　所／秋田県南部男女共同参画センター
◆対　象／15歳以上、おおむね34歳までの方
◆申込み期限／９月18日（金）
◆申込み／南部市民活動センター　33-7002、　33-7038
　Ｅメール：ssc7002@luck.ocn.ne.jp

若者会議（ヤングミッション） ～行動力発心～若者会議（ヤングミッション） ～行動力発心～
明日の「よこて」を皆さんの夢のホームグラウンドに!明日の「よこて」を皆さんの夢のホームグラウンドに!明日の「よこて」を皆さんの夢のホームグラウンドに!明日の「よこて」を皆さんの夢のホームグラウンドに!明日の「よこて」を皆さんの夢のホームグラウンドに!明日の「よこて」を皆さんの夢のホームグラウンドに!

相
　

談

９月連休中の『し尿収集日』のお知らせ
　衛生センターの休業日は、し尿収集も休みになり
ますのでご協力お願いします。
　◆営業日程／９月19日(土)～23日(水)休　業
　　          ９月24日(木)以降　　　営　業
　◆問 合 せ／横手衛生センター　32-1974
　　          雄物川衛生センター　22-5346

相
　

談

横手でかだろ語りのまつり

「いどばたプラザ」は、市民団体やＮＰＯなど行政以外からのお知らせ
を掲載するコーナーです。掲載を希望する場合は、発行日の15日前まで
に内容がわかるものをお寄せください。ただし10月１日号については締
切日が９月８日となりますので、ご了承ください。

女優、浅利香津代さんによる講演会が開催されます。
演題『語り部－私の小さな夢』

募
　

集

募
　

集

募
　

集

ハ ッ シ ン

し

◆日　時／９月６日（日）10：00～16：30
◆場　所／『かまくら館』ホール
◆入場料／無料、定員350人
◆内　容／【一部】横手でかだろ秋田弁の
　昔っこ（10：00～）【二部】語りのまつ
　り交流コラボレーション（12：30～）
　【三部】10周年記念式典と講演会（14：50～）
◆問合せ／あきた民話の会 畑さん　32-2962
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　このコーナーでは、まちのフレッシュさんを
リレー方式でご紹介します。藤原さんは、前回
の佐々木さんからのご紹介です。

柴田　鈴子さん
しばた　れいこ（42歳・十文字） 

　

柔
ら
か
な
笑
顔
と
優
し
い
声
が

印
象
的
な
鈴
子
さ
ん
は
、
愛
知
県

名
古
屋
市
の
隣
に
位
置
す
る
豊
明

市
の
出
身
で
す
。
仕
事
で
豊
明
市

に
住
ん
で
い
た
秀
男
さ
ん
と
結
婚

し
、
そ
の
後
３
人
の
お
子
さ
ん
が

誕
生
。
平
成
12
年
に
秀
男
さ
ん
の

実
家
の
あ
る
十
文
字
地
域
に
移
り

住
み
ま
し
た
。

　

は
じ
め
は
全
て
が
新
鮮
で
、
特

に
冠
婚
葬
祭
や
食
習
慣
の
違
い
に

は
驚
い
た
そ
う
で
す
。
「
セ
リ
の

根
を
食
べ
た
り
、
大
き
な
ボ
ー
ル

に
山
盛
り
の
枝
豆
が
出
さ
れ
た
り

し
た
と
き
は
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

そ
れ
と
、
愛
知
で
は
お
茶
を
出
す

と
『
そ
ろ
そ
ろ
お
開
き
に
し
ま
し

ょ
う
』
と
い
う
意
味
だ
っ
た
の
で

す
が
、
横
手
で
は
何
杯
も
飲
み
続

け
る
ん
で
す
よ
ね
」
と
当
時
を
振

り
返
り
な
が
ら
笑
い
話
を
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
横
手
市
社
会
福
祉
協
議

会
十
文
字
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
勤

め
の
鈴
子
さ
ん
。
「
温
か
く
迎
え

て
く
れ
た
横
手
の
み
な
さ
ん
と
の

つ
な
が
り
を
と
て
も
あ
り
が
た
く

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
皆
さ
ん

に
少
し
で
も
恩
返
し
が
で
き
る
よ

う
に
、
仕
事
も
含
め
て
こ
れ
か
ら

も
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
で
す
」

と
感
謝
の
気
持
ち
を
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

藤原　知佳子さん
ふじわら ちかこ（20歳・雄物川）

 

　

８
月
15日
に
成
人
式
を
終
え
た
ば
か
り
の
知

佳
子
さ
ん
は
、
こ
の
春
か
ら
下
鍋
倉
保
育
所
の

保
育
士
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

横
手
城
南
高
校
在
学
中
に
は
生
徒
会
長
を
務

め
る
な
ど
、
活
発
で
行
動
力
溢
れ
る
知
佳
子
さ

ん
。
「
保
育
士
は
小
学
生
の
頃
か
ら
な
り
た
か

っ
た
職
業
な
の
で
、
毎
日
が
楽
し
い
で
す
。
い

つ
も
笑
顔
で
、
子
ど
も
た
ち
と
同
じ
目
線
で
接

す
る
こ
と
の
で
き
る
保
育
士
で
い
た
い
で
す
」

と
さ
わ
や
か
な
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

◆
仕
事
で
や
り
が
い
を
感
じ
る
と
き
は
？

　

着
替
え
や
ト
イ
レ
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
の
で

　

き
る
こ
と
が
少
し
ず
つ
増
え
て
い
く
姿
を
見

　

る
と
き
で
す
。
逆
に
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
教

　

え
ら
れ
る
こ
と
も
多
く
て
、
私
も
一
緒
に
成

　

長
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
（
笑
）

◆
好
き
な
異
性
の
タ
イ
プ
は
？

　

優
し
く
て
、
価
値
観
の
合
う
人
が
い
い
で
す
。

◆
こ
れ
か
ら
や
っ
て
み
た
い
こ
と
は
？

　

料
理
を
す
る
の
が
好
き
な
の
で
、
レ
パ
ー
ト

　

リ
ー
を
増
や
し
て
い
き
た
い
で
す
。

 

 

■面積　23.18k㎡
■人口　68,963人
■世帯　27,613世帯

愛知県
 

豊明市

静岡県

岐阜県

愛知県

長野県

とよ あけ 

森のそば愛好会
 

　今月の一冊　今月の一冊

　新着図書の紹介　新着図書の紹介

たべることはつながること ～しょくもつれんさのはなし～
　　　　　　パトリシア ローバー＝作、ホリー ケラー＝絵／福音館書店
たべることはつながること ～しょくもつれんさのはなし～
　　　　　　パトリシア ローバー＝作、ホリー ケラー＝絵／福音館書店

一般向け
　感覚のレッスン／梅原賢一郎〔雄〕
　イザベラバードを歩く／釜沢克彦〔横〕
　データ比較「住みにくい県」には理由がある／佐藤拓〔横〕
　登園しぶり登校しぶり／内田良子〔横・雄・十〕
　未病を治す薬膳酒 自分で作る美味しいお酒／渡邉修〔平〕
　がんに負けない心理学／和田のりあき〔森〕
　すべては宇宙の采配／木村秋則〔増・平〕
　人生、90歳からおもしろい！／やなせたかし〔増〕
　余命ゼロを生きる／佐藤由美〔平・森〕
児童向け・絵本
　なるほど忍者大図鑑／ヒサクニヒコ〔横〕
　命の教室／池田まき子〔横・雄〕
　惣一じいちゃんの知っているかい？農業のこと／山下惣一〔横・増〕
　もったいないばあさんのいただきます／真珠まりこ〔横・平・雄〕
　あいうえおべんとう／山岡ひかる〔十〕
　いるかはさかなじゃないんだよ。／平田昌広〔森〕

・９月５日（土）午前10時30分／十文字
・９月19日（土）午後２時／増田
・９月20日（日）午前10時30分／雄物川・大森
・９月27日（日）午前10時30分／横手

　食物連鎖の流れが、絵と文で分かりやすく描かれている本
です。連鎖の説明とともに、生態系の破壊による悪影響が、
最後には食物ピラミッドの上位に位置する人間に廻ってくる、
と警告をしています。生態系への配慮は環境保全だけではな
く、人間がお互いを思いやる優
しさや心の豊かさにもつながっ
ていきます。
　この本を親子で読みながら、
「食」や「環境」について一緒に考
えてみてはいかがでしょうか？
　 　　　      【横手図書館】

　定例おはなし会（会場は各図書館)　定例おはなし会（会場は各図書館)

手打ちそばサークル（大森）

　自分たちが作付けして収穫した、大森産そば粉
を使った手打ちそばを食べてみたい　　そんな思
いから３年前に結成された森のそば愛好会。
　現在15人が所属し、毎月第３火曜日の午後７時
から赤レンガ蔵で、自分たちが打った手打ちそば
の〝食味会〟を開催しています。また、地元のイ
ベントに参加してそばを食べてもらったり、手打
ちそば講習会をボランティアで行いながら大森産
そばの美味しさを伝えています。
　「そば打ちの回数を重ねるうちにそばのコシや
風味が良くなり、さらにもうひとつ上の味を目指
すために、口コミで知った美味しいそば屋を巡っ
ては日々勉強中です。自分好みのツユの味を出す
のも大変なんですよ」と話す会員の皆さん。
　会長の若松さんは「そば好きが集まりうんちく
を語り、皆で切磋琢磨しながら好みの味を追い求
め、楽しく活動しています」と話してくれました。
◆問合せ　大森公民館　若松さん　26-2342　

しょく み  か い

ひ
で 
お

お い

まわ
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地域の情報 ～information～ 地域の情報

児健診・予防接種乳 乳児健診・予防接種はお住まいの地域で受けてください

【横手地域】　■場所　横手保健センター
12か月児健康相談（平成20年８月生まれ）
　日　時　９月７日（月）　受付9：30～10：30
１歳６か月児健診（平成20年２月生まれ）
　日　時　９月３日（木）　受付12：30～13：15
３歳児健診（平成18年２月生まれ）
　日　時　９月４日（金）　受付12：30～13：15
ポリオ予防接種
　日　時　９月８日（火）　受付13：00～13：45
　　１回目対象者　平成21年２月生まれ
　　２回目対象者　平成20年８月生まれ
　日　時　９月９日（水）　受付13：00～13：45
　　１回目対象者　平成21年３月生まれ
　　２回目対象者　平成20年９月生まれ
【平鹿地域】　■場所　ゆとり館
１歳６か月児健診（平成20年１月～２月生まれ）
　日　時　９月３日（木）　受付12：50～13：10
３歳児健診（平成18年１月～３月５日生まれ）
　日　時　９月９日（水）　受付12：50～13：10
【雄物川地域】　■場所　雄物川保健センター
４か月児健診（平成21年４月生まれ）
　日　時　９月３日（木）　受付12：40～12：45
７か月児健診（平成21年１月生まれ）
　日　時　９月３日（木）　受付13：00～13：15
12か月児健康相談（平成20年８月生まれ）
　日　時　９月３日（木）　受付14：00～14：10
２歳児歯科健診（平成19年２月～３月生まれ）
　日　時　９月９日（水）　受付13：00～13：15
３歳児歯科健診（平成18年１月～２月生まれ）
　日　時　９月４日（金）　受付13：00～13：15
【大森地域】　■場所　大森町高齢者等保健福祉センター
２歳児歯科健診（平成19年２月～３月生まれ）
　日　時　９月10日（木）　受付12：00～12：15
３歳児健診（平成18年１月～２月生まれ）
　日　時　９月16日（水）　受付12：00～12：15
【十文字地域】　■場所　幸福会館
７か月児健診（平成21年１月生まれ）
　日　時　９月８日（火）　受付12：50～13：20
２歳児歯科健診（平成19年３月～４月生まれ）
　日　時　９月15日（火）　受付12：50～13：20
ポリオ予防接種
　日　時　９月９日（水）　受付12：50～13：20
　　１回目対象者　平成21年３月～４月生まれ
　　２回目対象者　平成20年８月～11月生まれ、未接種児
【山内地域】　■場所　横手保健センター
12か月児健康相談（平成20年８月生まれ）
　日　時　９月７日（月）　受付9：30～10：30
１歳６か月児健診（平成20年２月生まれ）
　日　時　９月３日（木）　受付12：30～13：15
３歳児健診（平成18年２月生まれ）
　日　時　９月４日（金）　受付12：30～13：15
【大雄地域】　■場所　大森町高齢者等保健福祉センター
２歳児歯科健診（平成19年２月～３月生まれ）
　日　時　９月10日（木）　受付12：00～12：15
３歳児健診（平成18年１月～２月生まれ）
　日　時　９月16日（水）　受付12：00～12：15

療所診
【増田地域】　
増田町診療所（耳鼻咽喉科）
　診 療 日　９月2・9・16日（水）
　診療時間　14：00～15：30
【雄物川地域】　
えがおの丘診療所
　診 療 日　９月2・9・16日（水）
　診療時間　14：30～15：30
大沢診療所
　診 療 日　９月14日（月）
　診療時間　13：30～14：30

血日程献

平鹿総合病院　日曜夜間小児救急外来 　32-5124

日当番医休

お出かけ前にご確認ください
館日休

横手図書館　　9月1・2・9・16日
増田図書館　　9月1・7・14日
平鹿図書館　　9月1・8・15日
雄物川図書館　9月1・2・9・16日
大森図書館　　9月1・8・15日
十文字図書館　9月1・2・9・16日
山内図書館　　9月5・6・12・13日
大雄図書館　　9月3・7・10・14・17日
雄物川資料館　9月7・14日
ゆっぷる　　　9月16日
えがおの丘　　9月7・14日
三吉山荘　　　9月1・8・15日
大森健康温泉　9月7・14日
ゆとりおん大雄　9月3・17日
南部エリア　　9月7・14日
健康の駅トレーニングセンター
　東部　　　　9月2・9・16日
　西部・南部　 9月5・6・12・13日
子どもと老人のふれあいセンター　　
　　　　　    9月7・14日

談相
【横手地域】
心配ごと相談　■場所　横手市社会福祉協議会
　日　時　９月３・17日（木）　9：30～12：00
　問合せ　横手市社会福祉協議会　33-8668
行政相談　■場所　横手地域局１階１番窓口（受付）
　日　時　９月11日（金）　13：00～15：00
　問合せ　横手地域局地域振興課　32-2701
育児相談　■場所　子育て支援センターなかよし
　毎週月曜～金曜日　9：00～17：00
　問合せ　子育て支援センターなかよし　32-6933
社会保険年金相談　■場所　横手地域局１階相談窓口
　毎週月曜～木曜日　10：00～12：00　13：00～15：00
　問合せ　横手地域局１階相談窓口　32-2111内線2182
【増田地域】
心配ごと相談　■場所　増田地区多目的研修センター
　日　時　９月10日（木）　9：30～12：00
【平鹿地域】
心配ごと相談　■場所　ゆとり館
　日　時　９月16日（水）　9：30～12：00
【雄物川地域】
心配ごと相談　■場所　雄物川コミュニティセンター
　日　時　９月９日（水）　9：30～12：00
【大森地域】
心配ごと相談　■場所 大森コミュニティセンター
　日　時　９月８日（火）　9：30～12：00
【十文字地域】
心配ごと相談　■場所　幸福会館
　日　時　９月４日（金）　9：30～12：00
育児相談「相談のおもちゃ箱」　■場所　三重保育所
　日　時　９月16日（水）　15：30～
　問合せ　子育て支援センター　55-2255
【山内地域】
心配ごと相談　■場所　山内福祉センター（ゆうらく館）
　日　時　９月15日（火）　9：30～12：00
【大雄地域】
無料法律相談　■場所　大雄地域福祉センター
　日　時　９月14日（月）　10：00～12：00（要予約）
　問合せ　大雄地域福祉センター　52-3311
心配ごと相談・行政相談　■場所　大雄地域福祉センター
　日　時　９月11日（金）　9：30～12：00

※都合により担当医師が変更になる場合がありますので、ご了承ください。

９月６日（日）

９月13日(日)

無江医師（醍醐クリニック）

石橋医師（石橋小児科医院）

受付 18：00～21：00
診療 18：30～21：30

復古堂医院

松井医院

朝日が丘

赤　川

　33-6021

　36-3711

９月６日（日）

９月13日(日)

実施時間

10：00～11：00

12：10～13：00

13：15～14：45

15：00～16：30

10：00～12：00

13：00～16：00

10：00～11：00

12：10～12：50

15：15～16：00

種類月日・地域

9月3日(木)
横　手

9月6日(日)
雄物川

9月14日(月)
平　鹿

全
血

実　施　場　所

株式会社アイ・クリエイト（旧五十嵐印刷）

横手自動車学校

東北電力㈱横手営業所

横手市役所 横手庁舎

スーパーセンタートラスト雄物川店
 (ふれあい献血キャンペーン)

マックスバリュ平鹿町店

森井製作所㈱

秋田部品㈱



市報よこて 30市報よこて31 No.94  2009(       21　).9.1平成　 年2009(       21　).9.1  No.94平成　 年

 

日本国秋田県横手市

９
（７/16～８/15日到着分）

１
2009

ふれあい
　語り合い

読者同士の交流や情報
交換に、いろいろな声
をお寄せください。

見頃を迎えたたいゆう緑花園

見頃を迎えたたいゆう緑花園

読者の声

木工職人たくみ　Vol.46

市報よこて
読者プレゼント

応
募
方
法

　

お
た
よ
り
に
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
と
発
行
号
「
９
月
１
日
号
」
を
明
記
し
て

お
送
り
く
だ
さ
い
。

※
当
選
の
発
表
は
商
品
の
発
送
を
も
っ
て
代
え

　

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

締
め
切
り
は　

９
月
24
日
（
必
着
）

今
月
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

調
理
用
ト
マ
ト

シ
シ
リ
ア
ン
ル
ー
ジ
ュ

　

今
年
も
地
域
の
皆
さ
ん
の
お
か

げ
で
、
た
く
さ
ん
の
ホ
タ
ル
が
乱

舞
す
る
夜
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ホ
タ
ル
を
捕
ま
え
た
り

せ
ず
、
観
賞
を
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

（
藤
川
容
子
さ
ん
・
61
歳
・
横
手
）

　

「
清
水
沢
川
に
ほ
た
る
を
呼
ぶ

会
」
が
開
催
し
た
、
６
月
下
旬
の

「
第
５
回
ほ
た
る
の
夕
べ
」
に
つ

い
て
の
お
た
よ
り
で
す
。
年
々
、

水
辺
環
境
が
良
く
な
っ
て
い
る
よ

う
で
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
努
力
に

頭
の
下
が
る
思
い
が
し
ま
す
。

　

今
年
の
夏
は
い
つ
に
も
ま
し
て

高
校
野
球
の
熱
戦
を
見
る
機
会
が

多
か
っ
た
で
す
。
知
り
合
い
の
お

孫
さ
ん
が
甲
子
園
出
場
を
決
め
た

学
校
の
主
将
で
あ
っ
た
り
、
近
所

の
お
孫
さ
ん
が
私
の
母
校
の
主
軸

だ
っ
た
り
し
た
か
ら
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
グ
リ
ー
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
よ

こ
て
、
八
橋
球
場
、
こ
ま
ち
ス
タ

ジ
ア
ム
と
３
球
場
に
足
を
運
び
ま

し
た
が
、
グ
リ
ー
ン
ス
タ
ジ
ア
ム

で
は
フ
ェ
ン
ス
な
ど
に
企
業
や
自

治
体
、
団
体
等
名
が
な
い
点
が
や

や
残
念
に
感
じ
ま
し
た
。
絶
好
の

横
手
Ｐ
Ｒ
の
場
だ
と
思
い
ま
す
。

09
夏
の
爽
や
か
な
戦
い
に
ス
テ
キ

な
体
験
を
共
有
で
き
、
ま
た
一
生

懸
命
な
姿
の
素
晴
ら
し
さ
を
実
感

で
き
ま
し
た
。

（
温
泉
最
高
で
や
っ
す
!!
さ
ん
・

45
歳
・
横
手
）

　

か
ま
く
ら
館
で
は
様
々
な
催
事

を
や
っ
て
い
ま
す
が
、
時
々
市
役

所
に
出
か
け
た
何
日
か
後
に
、
か

ま
く
ら
館
で
行
わ
れ
た
展
示
や
作

品
展
等
の
記
事
が
新
聞
に
載
っ
て

き
て
「
あ
ぁ
〜
、
あ
の
時
市
役
所

に
行
っ
た
つ
い
で
に
見
れ
ば
よ
か

っ
た
な
」
と
い
う
こ
と
が
度
々
あ

り
ま
す
。
そ
こ
で
提
案
で
す
が
、

市
役
所
（
横
手
地
域
局
）
の
玄
関

付
近
に
「
か
ま
く
ら
館　

今
日
の

催
事
コ
ー
ナ
ー
」
を
設
け
て
み
て

は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？

（
Ｙ
さ
ん
・
70
歳
・
横
手
）

　

ご
提
案
を
受
け
て
、
９
月
か
ら

催
し
案
内
を
掲
示
し
ま
す
。
ご
意

見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

横
手
市
内
に
伝
わ
る
、
浅
舞
し

ぼ
り
や
十
文
字
和
紙
な
ど
と
い
っ

た
伝
統
の
文
化
を
、
若
い
人
達
に

ち
ゃ
ん
と
伝
え
て
い
け
る
よ
う
に

市
の
方
で
も
力
を
入
れ
て
い
く
べ

き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の

ま
ま
で
は
消
え
て
し
ま
い
ま
す
。

（
Ａ
・
Ｓ
さ
ん
・
21
歳
・
平
鹿
）

　

８
月
１
日
号
の
表
紙
を
見
て
、

大
き
な
ス
イ
カ
の
収
穫
作
業
に
ご

く
ろ
う
さ
ま
…
と
思
い
ま
し
た
。

私
の
家
で
も
少
し
ス
イ
カ
を
作
っ

て
い
ま
す
が
、
今
年
は
梅
雨
が
長

く
て
、
収
穫
も
大
変
で
し
た
。
で

も
、
あ
げ
た
人
た
ち
に
「
お
い
し

か
っ
た
」
と
言
わ
れ
る
と
、
ま
た

来
年
も
頑
張
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

（
岩
ち
ゃ
ん
さ
ん
・
58
歳
・
十
文
字
）

　

横
手
か
ら
見
る
鳥
海
山
が
大
好

き
で
、
特
に
美
し
く
見
え
る
場
所

を
探
し
て
い
ま
す
。
今
の
と
こ
ろ
、

私
の
お
気
に
入
り
は
国
道
13
号
線

の
醍
醐
山
か
ら
見
る
鳥
海
山
と
、

雄
物
川
の
大
塚
地
区
か
ら
見
る
姿

が
好
き
で
す
。

（
鳥
海
山
さ
ん
・
51
歳
・
横
手
）

　

実
家
の
父
母
が
送
っ
て
く
れ
た

新
鮮
夏
野
菜
ぎ
っ
し
り
の
大
き
な

ダ
ン
ボ
ー
ル
の
中
に
「
市
報
よ
こ

て
」
が
入
っ
て
お
り
、
初
め
て
拝

見
し
ま
し
た
。
表
紙
の
写
真
の
風

景
や
ス
イ
カ
を
大
切
に
収
穫
さ
れ

て
い
ら
っ
し
ゃ
る
ご
夫
婦
の
お
姿

に
、
田
舎
の
な
つ
か
し
い
に
お
い

や
父
母
の
姿
を
感
じ
、
胸
が
い
っ

ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。
上
京
し
て

30
年
に
な
り
ま
す
。
年
を
重
ね
る

ご
と
に
生
ま
れ
育
っ
た
土
地
や

人
々
の
あ
り
が
た
さ
、
あ
た
た
か

さ
が
増
し
て
い
き
ま
す
。
東
京
生

ま
れ
の
夫
も
「
秋
田
の
お
米
や
野

菜
、
く
だ
も
の
は
最
高
だ
ね
」
と

常
々
絶
賛
し
て
い
ま
す
。

（
武
蔵
和
子
さ
ん
・
48
歳
・
東
京
都
）

　

転
勤
で
３
月
に
横
手
市
大
森
町

へ
。
単
身
生
活
も
６
年
目
に
突
入

し
、
だ
い
ぶ
慣
れ
ま
し
た
。
週
末

は
自
宅
に
帰
り
、
日
曜
の
午
後
か

ら
近
く
の
温
泉
施
設
に
行
っ
て
英

気
を
養
っ
て
い
ま
す
。
〝
住
め
ば

都
〞
こ
ち
ら
の
生
活
も
満
喫
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
市
報
が
何

よ
り
の
地
域
情
報
の
源
な
の
で
、

今
後
と
も
〝
身
近
な
情
報
源
〞
と

し
て
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
き
な
こ
の
父
さ
ん
・
45
歳
・
大
森
）

　

最
近
の
我
が
家
の
ブ
ー
ム
は

「
Ｅ
Ｃ
Ｏ
」。
ゴ
ミ
の
分
別
は
７
歳

に
な
る
息
子
も
完
璧（
？
）で
す
。

ト
レ
ー
や
牛
乳
パ
ッ
ク
は
、
も
ち

ろ
ん
ス
ー
パ
ー
へ
持
っ
て
行
き
リ

サ
イ
ク
ル
。
買
物
に
は
必
ず
エ
コ

バ
ッ
グ
を
持
参
。
小
さ
い
頃
か
ら

横
手
市
で
育
ち
、
ず
っ
と
こ
の
き

れ
い
な
環
境
が
続
く
よ
う
に
こ
れ

か
ら
も
Ｅ
Ｃ
Ｏ
活
動
、
家
族
み
ん

な
で
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
う
さ
ぎ
っ
こ
さ
ん
・
39
歳
・
大
森
）

　

今
回
の
「
エ
コ
特
集
」
は
、
何

か
し
ら
の
参
考
に
な
っ
た
で
し
ょ

う
か
。
皆
さ
ん
が
取
り
組
ん
で
い

る
〝
エ
コ
ラ
イ
フ
〟
の
実
践
例
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
『
読
者
の

声
』
に
も
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

読
者
の
声
『
た
よ
り
』
は
、
読
者
の

皆
さ
ん
の
ペ
ー
ジ
で
す
。
市
へ
の
意
見

や
市
報
の
感
想
な
ど
を
、
は
が
き
や
封

書
、
フ
ァ
ク
ス
で
左
記
の
あ
て
先
ま
で

お
送
り
く
だ
さ
い
。
お
た
よ
り
に
は
、

必
ず
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
連
絡
先
を

ご
記
入
く
だ
さ
い
。
（
市
報
に
掲
載
す

る
場
合
に
ペ
ン
ネ
ー
ム
か
イ
ニ
シ
ャ
ル

を
希
望
す
る
方
は
、
氏
名
の
後
に
記
入

し
て
く
だ
さ
い
）

　

な
お
、
お
た
よ
り
を
く
だ
さ
っ
た
方

の
中
か
ら
、
抽
選
で
『
読
者
プ
レ
ゼ
ン

ト
』
の
商
品
を
差
し
あ
げ
ま
す
。
プ
レ

ゼ
ン
ト
を
ご
希
望
の
方
は
、
必
ず
『
発

行
号
（
９
月
１
日
号
）
』
を
ご
記
入
く

だ
さ
い
。

「
た
よ
り
」の
あ
て
先

〒
０
１
３
‐
８
６
０
１

横
手
市
条
里
一
丁
目
１
番
64
号

横
手
市
役
所
市
長
公
室　

広
報
広
聴
担

当
あ
て　
　

３
３
‐
６
０
６
１

（
「
た
よ
り
」
と
明
記
く
だ
さ
い
）

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

※
ご
記
入
い
た
だ
い
た
個
人
情
報
は
、
記
載
内
容
の

　

確
認
お
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〞
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手
の
新
し
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特
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こ
ん
な
エ
ピ
ソ

ー
ド
が
あ
る
。
バ

ス
停
で
バ
ス
を
待

つ
夫
婦
が
暇
つ
ぶ

し
に
〝
し
り
と
り
〞
を
始
め
た
。
し

ば
ら
く
順
調
に
続
い
た
後
、
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
が
「
み
が
ん（
み
か
ん
）」
と

言
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
っ
そ
り
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
を
応
援
し
て
い
た
私
達
が

残
念
に
思
っ
て
見
て
い
る
と
、
お
じ

い
ち
ゃ
ん
が
表
情
も
変
え
ず
、
何
事

も
な
か
っ
た
よ
う
に
「
ん
ま（
馬
）」

と
続
け
た
。
今
月
は
各
地
域
で
敬
老

会
が
開
催
さ
れ
る
。
〝
し
り
と
り
〞

が
「
ん
」
で
終
わ
ら
な
い
ま
ち
横
手
。

人
生
の
先
輩
方
の
笑
顔
が
、
こ
の
夫

婦
の
〝
し
り
と
り
〞
の
よ
う
に
い
つ

ま
で
も
続
き
ま
す
よ
う
に
…(

倫
啓
）

　子どもの頃からものづくりが好きで、中学卒
業と同時に木工職人の道に進んだ。地元の木工
所で８年修行を重ねた後、自宅を拠点に建具や
箪笥など、それまでに学んだ技術と独自のアイ
ディアで数々の〝木工作品〟を生み出してきた。
　住宅様式が変化し、規格品の建具が一般的に
なってきた近年。「安らぎと温もりを伝えたい」
と語る巧が作り出す建具は、どれも緻密な計算
の上で組み立てられたものばかり。寸分のくる
いも許さないその正確さからは、ものづくりへ
の情熱が垣間見え、手作りならではの木の優し
い温もりが伝わってくる。また、趣味として製
作していたお宮が知人の目に留まり、次々に依
頼を受けるようになった。地域にたたずむお宮
は、そのほとんどが40年以上経った現在も、当
時のままの神々しさで氏神様を祀っている。
　第一線は退いたと微笑むが、現在も今まで手
がけた作品の修繕に余念がない。手間暇かけて
作りあげた品には、我が子のように愛着があり
「作ってお終いではない」と巧は言う。しっか
りとした修繕を施すことで、良さを一生保ち続
けることができる木工作品。その作業もまた、
一つひとつ丁寧な手つきで進めていく。
　時代や流行が変化しても、良いものを長く使
い続けてほしいという思いは変わらない。巧の
作り上げた作品が、今日もそこに集まる人々を
あたたかく包み続けている。

いつまでも
〝木〟の温かさを伝え続けたい

自分の作品は一目で分かる。
何年たっても、愛着を感じる。

秋川　寅夫さん（71歳・雄物川）
あきかわ　とらお
昭和13年、旧雄物川町生まれ。地元の中学校を卒業
後、手に職をつけたいと同町内の大橋木工へ就職し
木工職人としての技術を磨く。８年の弟子期間を終
え独立し、自宅で建具や箪笥などを作り始める。現
在は現役を退いたものの、依頼に応じて、これまで
手がけた作品の修繕や製作を行っている。

た  ん  す

まつ

しま

ち

さ
わ

　
　
　
　
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・

　

・
・
・
・
・



●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
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(土)
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9月1日～9月17日

仁井田番楽（19：30～、十文字仁井田新山神社）
八木番楽（８日19：30～および９日11：30～、増田町
八木神社）

沼館八幡神社祭典(～13日、雄物川町沼館八幡神社)
つくってあそぼう（9：00～、旭ふれあい館）

◆上映時間／午後１時～
　13日（日）「千と千尋の神隠し」　　　　【124分】
◆問合せ／南部エリア（大森町菅生田）　26-3880

～南部エリア無料映写会 発行／横手市役所　　0182-35-2111（代）
編集・デザイン／総務企画部 市長公室
〒013-8601　横手市条里一丁目１番64号
TEL：0182-35-2162　FAX：0182-33-6061
ホームページアドレス／http://www.city.yokote.lg.jp/
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■９月12日（土）
つくってあそぼう

■９月14日（月）
第86回増田の花火

 

　いろいろな材料を使っておもちゃを
作ったり、遊んだりします。友達同士、
お父さん・お母さん、おじいちゃん・
おばあちゃんと一緒にぜひ遊びに来て
ください。（参加無料）
◆日　時／９月12日（土）9：00～11：30
◆場　所／旭ふれあい館（旭公民館）
◆対象者／市内小学生（家族での参加も歓迎）
◆持ち物／内ズック、作ったものを入れる袋
◆内　容／森のクラフト、木工工作、折り紙建築など
◆問合せ／市教育委員会生涯学習課 　22-2155

市報よこて 32No.94  2009(       21　).9.1平成　 年

日　時／９月５～６日、8：30試合開始
場　所／スタジアム大雄、大森野球場

第32回東日本軟式野球秋田県大会（1部）

■９月19（土）・20日（日）
浅舞八幡神社祭典

　県内随一の歴史と伝統を誇る『増
田の花火』は、県内で開催される最
後の花火大会です。正二尺玉や尺玉
の早打ちをはじめ、スターマインや
５台同時打上げなど、大物の花火が
仲秋の澄み切った夜空を鮮やかに彩
ります。
◆日　時／９月14日（月）
　　　　　19：00～21：00

　　　　　　　　　　　◆場　所／八木川原（増田町八木）
　　　　　　　　　　　　　　　　※無料駐車場あり。
　中七日町通りは車両通行止め（12：00～22：00）となります。
◆問合せ／増田町観光協会
　　　　　（増田観光物産センター『蔵の駅』内）　45-5311

　明治中期の頃から10 0年以上続
く浅舞八幡神社祭典は、県内の八
幡神社祭典の中でも有数の絢爛豪
華なお祭りとして知られています。
宵祭りでは『飾り山車とお囃子の
競演』や協賛花火(20：45頃～)など
が行われ、祭りをいっそう盛り上
げます。
◆日時・場所／
　宵祭り　９月19日（土）19：00～22：00、覚町通りほか

　本祭り　９月20日（日）9：00～17：00、浅舞丁内巡行
◆問合せ／平鹿町観光協会(平鹿地域局産業振興課内)
　　　　　　22-2139

PickUp!!
ピックアップ

『手作り村』・『フリーマーケット』同時開催！

日時／９月19日（土）16：00～22：00
会場／平鹿地域局前駐車場

PickUp!!
ピックアップ

PickUp!!
ピックアップ

『長月グラウンド・ゴルフ』オープン大会
日　時／９月16日（水）　7：30～8：30(受付)
場　所／大森グラウンドゴルフ場
参加費／500円
問合せ／大森グラウンドゴルフ場 　26-2601

◆金沢八幡太鼓／
　14日（月）18：00～、
　　　　　金沢公民館横
◆伝統掛唄大会／
　14日（月）21：00～翌朝6：00、
　　　　　金澤八幡宮長床
◆伝統奉納相撲大会／
　15日（火）9：00～、金沢公園北ノ丸
◆金澤ささら舞奉納／
　15日（火）8：30～12：00、金沢地区内
◆問合せ／金澤八幡宮祭典協賛会
　　　　　（市金沢出張所内） 　37-2111

金澤八幡宮祭典

日　時／９月12日（土）
　　　　12：00～16：00
場　所／秋田ふるさと村
内　容／【救急フェア】
　　　　　高規格救急車の展示、心肺蘇生・応急
　　　　　手当の体験コーナー、未来の救急車
　　　　　消防車絵画パネル展示など
　　　　【救急のつどい】
　　　　　新型インフルエンザに関する講演、
　　　　　横手市消防職員による寸劇、明照保
　　　　　育園によるマーチング、抽選会など
問合せ／市福祉環境部保健衛生課 　35-2185

救急フェア救急のつどい in 横手 09

『古四王神社木造多聞天立像』一般公開
　県指定文化財『多聞天立像』の
修復が完了しましたので、例祭
に合わせて一般公開を行います。　
日　時／９月７日（月）14：00～16：30
場　所／古四王神社
　　　 （十文字町植田字宮ノ前）

こ　 し　おう じんじゃ もくぞう  た　もんてんりゅうぞう

けんらん

は や し

鍛冶町通り歩行者天国
日　時／９月12日（土） 18：45～21：45
内　容／金毘羅はらがけ祭り・夜店・ステージ
問合せ／鍛冶町商店会 祭り実行委員会事務局
　　　　若林さん 　33-1010

鍛冶町ちびっこ天国
　場　所／こうじ庵（鍛冶町）
　内　容／子育て相談、リサイクルおもちゃ作り
　　　　　お話会（①18：30～、②19：30～）
　問合せ／市子育て支援センターなかよし
　　　　　　32-6933

こん ぴ  ら


